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時 の 言 葉 住 宅 の 質 的 護 展

復興住宅の足取りが先づその量的解決の段階にはじまり、従ってそれが質的の問題を省

みるの官余裕のなかったことは今固までの事情からしてまことに止むを得ないものがあっ

fこ。

しかしながら今回、ょうやく落着きを京り戻した世情の下に於ては既に一歩前進しなけ

ればならない段階にあるといえよう 。

その意味に於て、今後の住宅が質的にどうあるべきかは極めて重要な課題であり、各方

面からの研究を要する問題である 。

或は都市に於11 " る不燃集合住宅の試み、或は量産による優良組立家屋、更に設備から家

具に至る合理的な規格化等何れも住宅の質的向上の問題として麗〈亦深〈検討すべきもの

が多い。

しかもそれ等の底を貫〈摂遇ｾ問題は、なるべく多数の者の負揮し得る建築費の範圏内

で、住ひの水準を高め、好ましい住宅を得たいことでなければならない。

幸いに住宅金融金庫の匪設をみようとするこの際、斯〈の如き住宅を求めようとする希

望さえ、是非共聾現したい絶好の機曾であると思う。

限られた狭い敷地には有効な空地を該け、最少限の間取りには立理的な空間の利用を試

み、これに合理的な賓用設備を加える等るらゆる技術的な努力をもってすれば、住宅の質

的改善も決して無理な話しではあるま L、。要は住いに劃する古い観念、を根本的にかなぐり

捨ててかかることである。
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竣 ヱ
昭和24年12月l7日
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3民 事 勢 働

『健殿、死亡、縮利或いは生活に加えられる麹

動の何れの立場から見ても、家躍は根源的存在で

ある。勿論我キは職業により相首鼠〈控ねまわさ

れる。勢働の扶態が家庭生活の時聞を 左右する

し、一日の務めを終って師宅する 際の気分を決定

するのである。経済、健康並に教育の諸閃子も又

仕事以外の我キの生活に重要な役割を演すること

勿論である。しかも我キの生活は専ら家庭に中心

を置き、皆が織しい健やかな家庭生活を管むーこと

が枇舎の向上の第一俊件である J とは名著「枇合

密惑の原理」の著者Jレネ・サンドの言葉である。

この様に祉舎向上の基本的保件であり、誰もが

希求してやまない憶しい髄援な家庭生活の理想、も

職容と致後のイジプレーシヨン政策に依って破局

的な運命に直面している。殿宰による住宅の絶望望

的不足の結果、人々の住いは荒厳し、現在日本の

主婦の家事勢働は著し〈過震なものとなってい

る @

験前に於げる主婦の家事勢働は経情的低陀と封

建性のｾにみじめな炊態に置かれてい ｦ こ事は言う

起もない所であり、家事努働の合理化の撃が屡々

聞かれ fこのは周知のoである。併し之等の多〈は

家事事事卸j 乃至家庭生活の合理化、即耐乏生活の倫

理と雷う響を持っていた事は否めない。

今回、家事努働の合理化の問題が民創に取上げ

られなりればならない理由は大韓次の儀4こ考えら

れると思う。

第一は住宅婚である。激い住宅えの過伎による

生活の混簡L、他人との同居生活による生活ムの不

何、法距離通勤の問題等、之等は行iJ れも家事・勢卸J

のさミ携者である主婦の肩に大きな負携を投げかげ

ている。

現在日本の主婦が一口の大部分を家政にしばら

れているのが現賓の奈でめる。都合の主婦は先づ

の

キ日

A ‘  日

津

理 イヒ

音量

12ー lil 時聞を家政の湾に費している。その内詩を

みると炊事力; 6← 7 時間、洗濯、裁縫が 2 - 3 時

間、掃除が 1 時間である。

主械の一日の動きをみても、午前中は起床から

受食の準備まで殆んて' 間断な〈炊事、洗濯等種々

雑多な仕事が縄き休憩の! 時間もない。聾食後のひ

とときは主婦に輿えられ Tこ自由な時間であるが、

3 時にはもう夕食の準備 iこ台所へ温立てられる。

夕食後も衣服のつ〈ろいその他で主婦は家政に・携

る時聞が却々多い。

一つの例を洗濯にとってみても、夏の 1 月聞の

洗濯日数は24 目、洗濯回数は28回で主婦の負掃が

如何に過重であるかは大略想像出来る。

乳幼児を抱えに母親の生活はもっと忙しく自身

の休息、数養娯祭等の自由時聞が犠牲にされてい

る。叉遠距締通勤者の家庭では主露骨は早籾の起床

を強いられ、食事! 時間の複雑さは生活を筒Lし温勢

が著しい。

第二に婦人の家庭外努働殊に銃婚婦人の就業韻

向の増大である。日本資本主義が低. i f f l な知人の勢

働力に依存して服行的に設展して来fこヨJI ま周知の

所であるが、戦後のインフレ戸シヨン政策の尽に

経済的建屋は極裁に達し、家計補助的な家庭内努

働の精力目、又家躍外えの既婚婦λ の怠業の増加が

目立っている。之等の努働婦人は職業の尽に家事

や子女の養育を幡牲にするか、さもなくば自身の

健康を犠特にしなければならない立場に追いやら

れている。告書働婦人( 主婦の場合〉の生活時間で

目立つのは唾眠時閣の短縮てf ある。殊に乳児があ

る場合にそれが著しいのは賓態調奈の成績によっ

て明らかであれその生活内容は多It とi Al 努と無

味舵燥そして逼迫している日キの繰返しと言つで

も過言でないであろう。

第三l二購資力の低下j こさ基づ〈生活内容の貧困化

g  



である。捌を衣料にとってみても、験後主婦の哉

縫は経え聞ないつ〈ろい物に頭を陥ますのがその

大部分になって L る。

その他絞済的な管しさのｾに病人その他一時的

な人手を要する場合に於いても、多〈は主婦の努

働の倦カJI によって問題を解決してゆ〈のが一般で

あり 、家事使用人を使い得る家庭は例外的とな b

つつある。

第凶は歴史的に一定の生活水準に到逮している

図民生活が、殿宇その他の原因に依って念滋に低

下し極度に食固化した場合、生活欲求の向上と之

に，撃せする 生活費の増加とが相主設立 して却って生活

内容の貧困化を来す。

以上の様な諸原岡に依って今日霊祭事勢働の合理

化が再び重要な課題 t して取上げられつO あるの

であるが、此鹿に吾キは見逃しではならない慰は

職後に於げる家事努働の合理化は常に婦人解放と

言う貼にその基礎を置かねばならない事である。

日本の民主化のおにはなす可き問置が山積して

いるが、婦人の解放、姉人の祉合的地位の向ょが

この運動に極めて重要な役割を果している事は言

うまでもない。殿宇中から験後にかりでの飴りに

もレ? こましL 、家庭生活の内容や、家事の停滞、家

事勢働の過主主ω結果、婦人は生活ω基本でんる健

康、衛生を守 ｢ 、更に毅［養ｾ求め知性をにかめん

とする慾望の飽るのは嘗然でゐる。この基本的な

希求が日本民主化の運動のー震に連らなる婦人の

解政運動となり、乙@ 具閥的な賞践として家事勢

働の合理化が問題とならなげればならない。

婦人の解政は一方に於いて家庖経済と平野接に結

! 古今ド建築⑧J ) 金物

品:J( ;: J.O.J 印ドアサじが

崎八時品認と

シィ: 代湯浅金物株式曾社

111邑n開 Z 岡 晶 弘 誌 曾 社

陣 。-m品 開
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びついており、婦人の経済的猪立なしには婦人の

解段は進まないし、他方に於いて婦人の毅養が昂

まりその能力の向上をまって初めて婦人の解欽が

達成される。即ち経済、毅: 養の向上こそが婦人解

般の資趨をな しその推進力であれこの事は叉家

事勢働の合理化が日本に於いて極めて重要な課題

である本質的な，官接をなすものである。

家事努働を合理化する手段は作J か。要事働が合理

化に行われる潟には先づ努働環境、労働僚f守が最

苦手に整備されなりればなら ない、即ち勢働僚件の

整備を含めて最善の家事努働様式の泌立が最も重

要である。他面この努働環境に適隠する様、に婦人

の教養、知性を向上させる事が必要である。用者

の交互作用に依って家事努働の合理化が推進せし

められる。

家事努働の合理化の符に具髄的に問題となるの

は首都に家事労働の主要な努働環境であり、又務

働僚件である住宅を如何にするかがぶーに患げら

れる。即ち住宅の隣遣や間取りをさずうするかの問

題が家事労働の合理化の商で民銀に取 b上げる必

要がある。家事: 労働の量と質は住宅の構造や間取

りに正右される所が極めて大きし、からである。

特に従来都市民の大多数がそれに依有ーしてし . 'fこ

本側な借家企業7J ;f.f. 柱し得な い3状況にあ b、有II"rli

住宅問題の解決は閥家乃豆地;1J 自治開そ 0) 他の公

共闘程ω住宅建設に依る以外に方法のない晴柱、

家事勢働の合理化を目標とした新しい住宅の建設

には経好の被舎であるとも言い得る。この掛舎を

逃すならば家事勢働の合理化の貨玉県は殆んさ不可

能であるとも言えよう ω

家事労働からの婦人の解放に於いて「婦人論」

の著者アウグスト ・ペーベルは次の様に並べてい

る。即ち 「家 ごとに台所のある制度は箆E 寓の婦

人に無ｾｪｻの骨折 ｢ と時聞の浪費をさせ、その健康

と快活とを若手い、殊に多〈の家庭のように牧入の

乏しい場合には毎日の策管努の種である。佃人の

台所' の厳止は無搬の婦人を解放するであろう。イ悶

人の台所は小さな機峨の職場と同様に既に時代お

〈れの制度であって、これらは共』こ最大の不経

済、町も時間、努力、期及び光の勤力、食料等の

彩しL 、浪，資を意味する」と a

殊に現在の日本の様 tご圏民の到達している一定



の生活水準に比して祉舎の富が著し〈不均衡に低

下し「一方の極に資本の蓄積と他方の極に貧困の

蓄積」が希る可き紋態にまで護展して、国民の多

〈が人? こ与に{ 直する生活を維持する事が出来す・、

図民の生活7 k 宣告に l復す' る掛立住居の存在が正に危

機に直面している場合には、家事努働の多〈の部

分を枇舎化して婦人を家事努働の窓塵から解放し

なければならない事は必然である。

家事務働は極めて種々雑多であるが、歴史的に

婦人の肩に負わされている炊事、渉、縫、洗濯、掃

除、育児等の努働がその線斡をなすものである。

之俸の努働は之を務働の強度からみる時は多 t の

ものはヱネルギー代謝率 2 以下の鰹努働 iこ思し、

僅かに洗濯、その他水道のない場合の水汲み等の

害事働が中等努働に麗し、措徐も稀々努働強度の高

い部門に廃するに過ぎす、婦人の家事努働からの

解欽はそれに拘束されている時間の長さが主とし

て問題にならねばならない。従って家政に拘束さ

れる時聞の短縮が嘗面家事努働力合連化の目様で

あれこの尽には炊事、洗濯. 裁縫等の家事努働

をj仕合化、共同化する方向に進tr 事・が必要であ

る。殊に日本の厳に一般に園I民ω生活程度が低〈

紅合的な公共施設の殆んぎ設逮しなかった園に於

てはこの撞の家庭内務働め枇曾化が第ーに貰施さ

れな吟れば箕賓の佳い方の進歩は期待し得られな

いと考える。

勿論、審11市住宅の構造、型式はその羽の領候風

土、資材関係、経済! t k 況に依って相遣するであろ

うが、耐火耐袋、土地の集散的利用、家事・努働の

枇曾化、共同化等の見地からみれば、不燃高月号の

集園化、共同化住宅の方向が基本的なものである

事は殆んて' 異論のない所であろう。そしてこの際

住宅の集開共同化に嘗つては常に炊事. 洗港、裁

縫等の家庭内務働を枇合化し史に託児、 P南育の母子

働を社合化共同化する事を原則 t して進まねばな

らぬ事は前述の通りである。我廼に於ては家庭生

活・の消費的部面の祉曾化、共同イヒはtr しろその後

に行わる可き問題と渇える。

既設の住宅に劃してもこの方向に向って紅合的

な公共純設の充貨を計る事が必要である。既婚の

努働婦人を↑ 筒ましているものの一つは育児の問題

である。

地域的に考慮して託児晴育施設を充愛し、叉之

等のI旨導は各地湿の保健所の強力な協働が期待さ

れる。之等の問題は決・ して理想の問題ではな 〈て

引揚者、肢災者、努働組合、市民、科皐技術者等

のあらゆる民主的な圏謹の組織的な運動によって

規定の問題として解決して行かなりればならぬ。

= ? 7 c に住宅の間取りをさ' うするかの問題も叉家事

努働の合理化に密接な開係をもっている。家事努

働の主要な部分が韮所で行われるとしても、草な

る華所設備の合理化は家事努働合理化のー技術的

部門に過ぎない。根本的には家庭生活を秩序化、

組織化する様に間取りを計娃し、そ の基礎のよに

初めて韮所設備の合理化が問題となるのである。

間取りに封する根本的な態度は既に屡々主張され

ている如〈、食疲分離猪立を一つの基礎にしなり

ればならないと者える。. ! [ に個人生活確立する震

にその基本的も場所である疲主主に到する考えを明

椛にする事が援要である。近代人の個性心間売は

封建祉合以後に於いて個人の獲量が確立されて初

めて明確になっ? ごと菅われているが、我閣の如〈

封建性の松lめて浪l掌な園 lこ於いては疲室に劉ーする

考えを根本的に塑草する事が極めて大切であると

考える。

この様に住宅内に於りる個人の生活を隼窓し、

更に家族と言う近親者の小集圏の共同の生活の揚

を明砲にする事に依って初めて家庭生活に秩序 と

組織を奥える事が出来る。この秩序と組織のょに

主婦の家事勢働も回滑に運営され、その質的向上

も期待出来るのである。

夏に農家の主婦は都市生活者の主婦に比t _ ，.て家

事勢働時聞が一般に鞘キ短い。之は一般の? 象想、に

反する如〈であるが、一つには長村生活の簡略き

にもよるのであるが、他商、農家の主婦が農業務

働者として生産的努働に杭事するま誌に家事勢働力:

犠牲にされ 、家事勢働の時間が農業努働時聞に縛

拘され、家事努働の時聞が必要の最/J、限度に まで

! 1 1 綿されているのである。従って農家の主規の家

事事事働の内容は豊かなものとするま需には 、。託児日南

青施設、密療施設その他の批舎的施設を充賞する

4 1 ' : f . が刻下の念持であれ霊長 i寸民主化もこうしに方

面から着賞に蛮展 し得るもの t 信す' る 。

以上の虫11 < 家事務働の合理化の根幹は主として
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婦人の屑に懸史的に負わされて来fこ家鹿内努働の

駐舎化に末められるのであるが、従来の常識では

かかる場合にはもはや家腐は泊、減して了うのでは

ないかとおそれられる。。干しこの場合に考えられ

ている家庭とは「個人的台所と洗濯場ともらかし

放しの子供部屋とが家庭の主要な内容である」か

らで、之等の私的傍観を家鹿の外に追放する事に

よって初めて家路は純縛に人間同志の精紳的活動

の場所としてその本性ｾ取腐すのである。

ぞれにも不拘、日本では朱? ご封建的な家族制度

が大き〈家庭生活の上にのしかかっているにめ婦

人の祉舎的地位が低しこの結果、家事労働の合

理的な節約が個人によっても i仕舎によっても考え

られする、依然として古い姿のままの家庭生活がみ

じめに線いているのが今日の現放である。之は働

〈者の著しい低賃銀の結果、家事努修Jの合理的節

約の? こめの主'械の澄明が家庫内えの普及をさまに

げ、家事務働を合理化する尽の枇合的施設や園家

の政策も生れて来ないのである。ここに苔# は政

治主家庭とを結ぶ綱の本質をはっきりとみきわめ

ねばならぬ。

以上に於いて私は家事務働合理化の基本的な問

題に就いて宋千の考察を加えてみ fこのであるが、

夏に具韓的な事項としては首面改善されねばなら

なド技術的な部商も少〈ない。その第一に患げら

れるものは家事用掠具の合理化、並に 家事の努働

方法の改善である。

第働 Ｉｊ［ 合理的になされるｾには努働用器具が夫

キの努鋤にｾ怒して作られねばならぬ。炊事、裁

縫. 洗濯、掃除、育児等の各分野に於げる家庭用

器具が材料、構造、形の却で夫# の努働の目的に

よ〈合致して作られ、時間と努棚 D 百約に役立た

さねばならぬ。極キ雑多な家趨用器具が欝利的に

のみ{ 乍られている現状に封して、技術者の積極的

な指導と研究が期侍される。

更によ記の家事弔認具の合理{ じと開基して勢働

方法の合理{ じが問菌になる。家事努働に際しては

正しい努働の技術を用いる事が大切である。殊に

台所の佳事1ま家事弔詩具が趨切であると共に、努

働方法7 ) 却では努働 D 婆勢! J ; ]E し〈なければなら

ぬ。現在台所の仕事・ ｾ［Ｗｩ 合んぜ習慣のままに組けら

れて労働姦勢に ! 沈いての改普は金〈なされていな

12 

い。闇イ立主エネ J レギー消費の聞係に 於いて一言す

れば、楽に横になっている時に到してき長悦は 4 %

のヱオルギーが飴計に要る。立位は更に 1 2 %の増

加、か Y んで仕事をする婆勢であるとエネルギ戸

泊、費は 5 5 %の増加になる。日本の帰人の努働婆努

にはかがんでやる仕事が貰に多しぜ。之は日本: の婦

人に非常に多〈の労力の浪費を強いているもの

で、早; 念に改善する必要がある。

勿論、勢働姿勢の改善は草に主婦:を指導する事

によってにげでは達分られない。之にはこの勢働

生理事的原則初台所の構造や設備の改善に臨用さ

れて初めて努働方法の合理化が可能となる。台所

の構造や設備に到 して主嬬努働えの理解が殆ん f

見られないのは遺憾である。之等に釘しては科撃

と技' 摘の協働t ; 切望される。

その f也、家事の機械化の問題がある。従来家事

の合理化が叫ばれ? このは多〈は家庭内えのガス、

電寿司、蒸気の[ 議用である。併しかかる考えは深〈

反省されねばならぬ。家事勢i ! f J の合理化は現貨の

日本の家庭生活の不健康、非能率的な部面を自然

科撃的並に批倉科撃的に分析して初めて行わる可

きで、家事努働の合理化の本質は家事用器具の合

理化に翠貼があるのでもなく、又器具や様賊の利

用に結びついにエネルギーの経済的活用に問題が

むるのでもない ω それらは何れも家事努E割合迎化

問題解決の一部分に過ぎす、之等の技術的部商の

みが語られる

義と言わぎるを得' ない ω

(1 !J 50. 1. 31)  

( 筆者・生活科患研究所滋厳科技師)

建 築 鶏 員
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我

訪

問

記

カミ 位 居 を 亘書 る

そぞろ小雨ふる小春を思わせる今日、大阪より電車i こで約20分、パックにカプト山から六

甲連山を眺望出衆るまことに羅好、快適地なる夙川瞬の束、松のある高台に殻てから建築に

深く開心を持? これE つ御自身でプラン= ングをされ建てられ? こ新居にお住いになっていられ

る大阪市立大事経済事部殺授商川清治氏宅を訪問し、一年間に於ける住宅に到する感想や種

々の御意見を持醸し? こ。

特に御夫人は、かつての心粛橋の婦人建築工誌研究所の御出身でこの遁の専門家でおられ

ます。先づ常に家庭にあって、住宅設備に接せらかでいられる奥様に、主婦の立場からの御

話を伺うことにしに。

一一本日は折角お休みの庭御邪魔致し恐縮です。

娘、現在の新居にお移りになられてこの一年間に

於りる種キ御気付になられf こ事について御感想や

御意見をお願いし? こいと思っております。では最

初に現在の場所をお選びになっ fこ理由は

答 「交通のf理t 山手を希望し叉子供の通翠の事

をも考慮しましに。撃校がこの近〈にあるもので

すから。」

一一現在の家を建てられるに際して、設計、謹作

等に特 lこ御注文を出されましにか?

答 「間取丈のプラン= ングを透り、後は貰瀬様

にお願いしfこのです。嘗時のJ ; f 教は15坪以内に制

限されてい? こmに、充分の配置は出来なかっ? この

です。子供室も芳蓄えておったのですが主人の書粛

を充分をにとる? こめに出来なかっTこのです。商箇

の子供机の鹿をとりあえす' あてております 。」

一一将来御子濯が大き〈なられ fこ: 場合の間取はぎ

ういう具合におとりになりますか?

答 「現在の間取りでは子供室としての場所があ

りませんので、建て増しをしなげればならないと

思っτ おります。」

一一御自身で大韓のプランをもって建てられにの

ですが、賞際お住いになってみられての御感想は

如何ですか?

答 「まあ自分でプランをにてて出来7こ家なので

不足は言えません。併し最初の案では天井主要を使

うなぎ賓質的な考えもあっ? このですが・念いだの

と建て方の都合で出来なかっTこのです。台所等も

裏へもってゆきもっと損げる積りでしf こが、坪裁

の関係で出来なかっTこのです。が、間取 iこ劃して

13 



符 「一泊等の来翁: のあっ穴場合、腰台代ちに使

えるの主叉座布闘をのせる符にそうし? このです。 J

- ーテレスに商し? こ戸が全部ガラス張りにしてあ

N

A円

〉

りますが?

符 「ぞれは明りを充分採り入れる穏に線ガラス

にしたのですが、主は日中太陽がきし込なので、

テレスの上にヨシズをかりますが、近〈カーテン

を張らうと思ってお b ます。その戸も宅字通の日本

障子をガラス張りにした丈なのです。書粛のドア

ーが内側になっていますので開り閉めの場合郊屋

の作手が遣い不便に感す・ることがあります。叉材

質がよくない湾か板がそって来ましに。」

一一皇室暑に到する暖冷房とかの設備に到しでは?

符 「各は現在リヴイング・ルームにあるストー

プ丈で充分家中が湿ります。只先も申しましに様

にテレスに面した戸は洋式でな〈三本講の日本: 式

なので僅かですが隙間風が入ることもあります。

戸や窓からの際間風は大した事はないのですが、

和室の夫弁から風が多〈入って衆ますのには因っ

ています。来日室 6 昼は中弐の牛墨を掘 b込み櫨の

様に して あり、短縫代用 lにも な b ますので充分援

をとれます。和風の建物もオン r ル式等を探り入

れたらよいと思います。床下丈で現筏の住宅です

と充分温まります。将来は電熱式も考えられぬこ

とはないと恩います。」

一一オンドル弐の稼に床下を温めるのもよいです

が、控害事を厚( してぞの中に 暖気を渇される著r . も

よいと患いますが?

答 「現在の日本家屋で厚壁にしますとその中を

鼠がをるので困ります。この家も以前はおったの

ですが、猫を飼っ fこり、ケラパの宰鏑抜きに網を

はりましたので出な〈なりましに。」

一一鼠と大いに緯の深い台所の設備に闘しては?

答 「別に之といっ? こ意見もありませんが、長初

はガスが引けるかぜうか剣らないので、ガス設備

の設計なしにしまして、電熱七輪の設計をして木

茨と南方使っていたのですが、最近はヲゲスも出る

様になりガス設備に麹えましたが、最初からガス

設備にしておりばもっとよかっ7こと思っておりま

す。レンヂの場所等もとっておげばと思っていま

す。只浴室、台所、玄関、便所等は居間に間取を

充分にとったま寄坪敷の関係上小さく纏めまし?こが

i

l

:

t

・'

:・

，
.
.
.
.
 
，

a

、

'

a

n

'

 

t

s“

:

:

r

r

 

‘
I

い

:

・
，

J

“
ド
A

ド"

・
a

・

4
F

M

F

M

V

"

」
，

‘

i

r

・f

・
ム

E

-

h

・
・

a
司

網

M

-

-

-

n

・

都
申

:

・

:

:

・
・
ι

椙

円

:
-

Fe

-
-
:円

、
.
U

-

F
リ，

p

，

r

d

H

-

-

e

-

-

J

I

:

s

h

 

は別に不便を感じません。只矢張、療室として和

室長 6 昼を充てておりますのが少し不便です。 8 昼

f吹はほしいです。ぞれも制限一杯でとつに; 尽に飴

裕がなかったのです。理史地としては 200 坪位あり

ますので陣飛は少し絵絡をとりた〈思っておりま

す。」

一一洋式ｾ係り入れ ι れておられますが和室 ｬ こ住

まわれていた時との比較といいますか、費生活に

おりる感じは如何ですか。

答 「大事管能率的です。和室の時の起居動作が省

ける丈でも活町的に動げるからです。又ほこりが

後り立f こ令、掃除も簡単にすみ衛生的で 、子供の

育成上にも大鍵ょいと思っております。昼の聞が

一つ丈ですが別に懐しいとも思いません。将来は

8髪室もペット式にしてもよいと思っております。

始めは考えていにのですが、家具や設備の関係で

笈現しなかっ fこのです。 J

- 一一若しペツ 1: にすれば押し入れ等は?

答 「ペツドにすれば押し入れは嬰らないと思い

ますが、押し入れとしてより家具として考えにら

ょいと思います。ま t: 盤の上での休息なので、現

在押入れば嬢具のみに使用しています。併し疲具

を入れないとすると現在の押入れば深いと思いま

す。大種目本の押入れば皆深いのですが。漉〈し

て棚を造れば賞用的fごと思っております。家具も

住宅のーっとして考え、建築の場合一諸に設計し

たらよいと恩います。大工さん遼に建具、家具等

を造って貰うとーしまったりしまらな かっ? こりする

場合があります。」

一一洋式ですと椅子に腰をかη る事が多いのです

が、 この緒子等は犬鑓深いですが、特別に考案さ

れ た の で す か ?
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そう不便は感じません。 J

一一玄関の傍に伺所がありますが、来年年の時臭無

等にお困りになる核な事はありませんか?

符 「別に不便や困った事はありません。空気抜

きとしては窓丈ですが、> > J j に臭無のもれる様な事

もありませんので。 J

一一浴室 iこ射しては?

符 「パルペットの関係でしょうか、内部が大壁

暗いのです。それは最初の激定では台所を廊下 lこ

する積 ｈｾ ったので、浴室の入ロ上部に廊下と内

部との爾方の明りとして爾商パルペットをつりに

湾 Ｑｾ 1 : : 思っております。叉浴室に霊祭按げでな

し窓設: なので少じ困る事があります。ベンチレ

ータ戸を つげられればと思っているのですが。 j

一一そうですね 、前室の明り等は直媛照明にされ

るか、電球を大き〈してグロ戸フ・等を使われ? こら

よいと思います。では少し話題をかえまして伎と

いう基礎の上に立つ主婦の立場からの衣食の問題

に移 b ますが、現在のお住いで和服を着て仕事を

おれる場合、活褒に動りないという綾な事はあり

ませんか?

符 「はあ別に、私は千主主もズツと洋服でお b ま

して、和服を着る事はあまりありませんが、和仰

の時でも洋服の場合も問機大して鑓 bはあ b ませ

ん。今まで 日本の言語が複雑であっ? こ様に服肢も

一般に複雑でしfこが、この度漢字が制限されまし

fこ桜に 、衣服も皐純化されなりればと思います。

和郎にしても洋服にしてもそんなに漂LLIいらない

と患います。」

一一私、洋裁をされる場合には. 洋裁はまあ机で

出来ますが和裁の場合は如何されますか?

答 「窓際に仕事机を置いてそこで和、洋裁共す

るのですが最近は殆さ' 洋服生活で和裁をしません

ので別に不便は感じません。只和裁の場合大き〈

損げ? こり、疲具の手入れ等の時は和室を使いま

す。

一ーでは次に食問題と住居問題について 。最近は

粉食が多〈なって参りまし? こが、 ぞれについて?

符 「パン食等にしますと副食丈ですみますので

大いに楽です。普通の料理も摂理の仕方で筒車に

なり、厨房の設備も鍵わって来る主恩います。 y

食器や台所器具類も大いに開係があり改善 E れな

ければいりないと思います。標準食ｾ等が作られ

? こらよいと思います。 J

一一竹製の器具等ーも作られ、簡単なものではスプ

- : y 、フオーク毎も我々日常使ってかるのです

が、同製品について何台朝l意見 は ?

答 「竹製品はぞっ fこ れ 叉 腐 っ て 衆7こ. りします

ので厨房器具と して使用するのには今一つ改良の

絵地があると思います。例えばプラスチツヲを竹

に加工するとか、オ戸ルプラスチック製にする事

が出来ればよいと患っているのでオが。又硝子製

の鍋等が回来ればと思っています 。者需具そ の燈食

卓に出しでも恒裁の悪〈ない綾なものも出来て〈

れば k 思ってみ? こりします。結局、食生活の費濯

により厨房、食器具類も改善され、主婦の生活活

動の無駄を省き、能率的にはり且又住居も明る〈

なると思っています。」

一一帯六主多方面に豆り御話を承りましTこが、そ

の他に何台明l意見でもありましにらお願いしま

.... ・.

9  0  

答 「家というものは衣、食、住が最も深〈関連

l!? 



し、佐宅と衣、食がパラバラでは凶ります。能牢

的に調和をとり、衣服の改善、食事の方法もかえ

てゆかねばうそ fごと思います。三者をー殺させ、

先にのペ f こ理想、といいますか、ぞれを賓現させる

のには圏家会瞳)J; 縦済的に患になり、バランスが

とれなげれば難しいと思vっております。」

一一御 It しい中を大観長い間宥雌うご 5 い ま し

7ご。先生にも御意見を伺い? こいのですが如何でし

ょうか。( ここで先生に出て来て頂< ) 御休息中

の鹿誠に恐縮ですが、例l感想なり御意見をお願い

殺します。

答 「自分が大積のフ・ランを立てたのでこれと云

って格別にとり立てて言う事もないのですが、蛍

時のt条件の枠内では成功しfこと思っています。答

集と太腸が充分に採り入れられるので儀快に暮し

ていまます。しかし理怨的なものを建てようと思

えば30坪以内では無理ですね、と云つでもそれ以

上は経済的問題も大き〈響いて〈る事になりま

すが。」

一一以前から洋式を採 b入 れ ら れ て い に の で す

か ?

答 「いや、以前は書苦情1 " : けでし? こ。矢張り和室

イ主 宅問 題

われわれの件. 宅と政治、と〈に 講和問題との開

係れ、えば、 「春風や吹いてよろこぶ指物師」と

いう諺のような華強附含まには我間引水の印象を

あ? こえるかも知れな い。しかし凡そ人間枇舎の一

切のことがらは、複雑かつ間後的で常識や肉眼で

は一寸わかりに〈いが、少〈とも実概的に存在し

てお b科撃によって精務に検誼されうるという眠

bでは 、自 然法則と異らない必然的な吐曾法則に

よって支配されており、春風色指物師との聞の見

えないが. しかも厳然と存在している因果関係を

看過しては、ヲミにむかつて疫をは〈のと問機に 、

J社合法則という見えさ' る手によって報いをうり F

るをえないということを強調し度い。しかもこの

16 

より件闘の方がよいですね。現在の家もさを都洋聞

にしてもよかっ fこと思っています。併し現在の臼

本の大工は僕らの考えを充分生かさないので図り

ましに。センスが逮うのですね。いこ角住宅の改

善に射しでも一般に開心が習いですね。 一般の人

身が関心ｾも＿こなければ復興改善も出来ません。

その改革委も政治的、経済的な問題から諭せ' られな

りればな b ません。技術的な商丈では患なる空論

におわってしまいます。又制限が経来日されまし? こ

が大した影響もないと思っています。」

一色々と宥難うごさ「いました。今のお話の政治

的経済的ど住宅問題に闘しでもっと御伺いし? こい

のですが時間もありませんので、御多忙中御手鍛

ですが魔〈世間の人キの知識を早季最するｾに御執

筆をあー願いします。

<> <> <> 

執筆の件御承諾! ! i い先生の家を積干した。小雨もいつし

か止み、そぞろ獲〈なったま日月の六甲蔵を背lこ受けつ

h 暮れなむとする線路側の小遣を東えと大阪に向っ

た。( 2 月128 文責訳者)

• • • 
先生にお願いした原稿が早速頂けたので、次に掲較す

る績に L た。

と 問誇 手口 題

西 清 治)rr 

紅合法則と自然法則乃至は技術的開係と は、現貨

には互いにからみ合い不 可 分 の ー 簡 を な し て い

る。 7ごから今日の住宅問題も，敬職後の日本の現情

の下で、 資材がある とかな いと か或いは高いと か

安〈なつにとか. 乃至は純技術的にぜんな開放 b

でさ' ういう構造と材料が適嘗であり、制限は乞れ

にげ緩和され? こか、といったこと? ごりでは話は片

附かない。かような意味から祉曾経済的関係およ

びそれの集中的表現としての政治との関聯におい

て、若干嘗面の伎宅問題をごとり上げようと思う。

ところで現在 日本の図民、と〈に無産勤努者お

よび堅守主の中産階追及によって最も切貨な伎宅の問

題について、一面では職場や井戸ば? こ合議から市



舎や幽舎に至るまで訴し、は徒らに嘆き或いは・苔! 訂

ω無策を雄じ、他面では敗殺後の白木の現情を諦

慨するかのごと〈十坪録りのが? こぴしの簡易分譲

住宅を策し或いは純技術的に如何にマッチ箱大の

商積に人聞を飼育する道具をつめこなかに腐心し

ているかのようである。わ Tこ〈しは建築の専門家

でないから誌でさを〈技術的な意味での住宅建築の

理想を説かんとするものではないが、? こに専門家

の理想も枇舎の経済や政治との開聯を離れでは賓

現されうペ〈もないし、ま? こそれらの専門家が設

計に際して少〈とも首函さをく動かしえない前提と

考えている諸t条件は政治のカで鑓更を加えうる

し、ま? ここれを是非とも竪賓に民面目に働〈者に

とってより都ましいもの? こらしめ、技術家にその

本来の使命、を果させねばならぬが、その方法につ

いて一言する。例えば毅後の建築技術家の貴い努

力の大なる 部分が、政府補給金の横流しによるダ

ンスホ戸ルや料欽庖. 建築制限法規おかまいなし

の関利得者および合前土利潤隠匿の震の重役の邸宅

の建築に肉りられ 、一般図民には現在では法的制

限は殆んさ' 撤燦に近し建築費は日 々に下落する

も、なお焼跡は一向に減らす¥依然として相件. い

かトタン屋根に甘んせ Ａｾｦ るを得子 、 せいぜい「時

代に相燃しいJ 1 : 銘打つに調ゆるアプレ・ゲール

の設計と建築にありつりばよい方である情勢は

周知の所である。てがこの情態、この傑件は運命

的なものではない。問題は経済と政治にある。 E設

宰終結後五年の今日なお薗民に依然として住宅維

と戦後波的住宅プランを官余儀なからしめているの

は、その聞におりる反人民的な政治と大資本本位

の復興方策にあっ fこのである。

いかに毅舎による損害が大であっ? ことは言え、

終毅常時なお莫大な軍保有物資が存在しにのであ

り、これを隠退識と生産サボを助長するインフレ

政策ではな〈て、正し t 活用しにならばすでに日

本の復興に大いに役立つにであろうし、まにイン

フレによる宜質賃銀の切下げと物質の釣り上げ、

地主温存の農地改革と低米償強制供出並びに反人

民的方芸大財政を賄う fこめの重税、 さらに外資導入

の前提としての集中生産と中小企業の崩壊ならび

に費図的貿 !l， 政策による米商からの憩I 慌の轍入が

なかつにならば、今日のま日き滞貨と金詰りおよび

国民の大多駁の窮乏は見ちれなかうTこであろ う。

同様に'伎宅問題についても 、少くても今月までは

まづ第一に遊休大邸宅の鞍災者及び動努者えの解

放を怠り 、不念不生産的施設のみが優先的に建て

られ、日 本の復興再建を双腎に携う動勢階叡のた

めの住宅施策は潤占資本に到する補助金: や民主化

に逆行する開塵費等のために切りすてられ、建築

技術者は徒らにフ・チ ・フりレ的 rH:主の理想、フ・ランを

夢想するか、或いは現在奥えられて いる持僚仰を

経到に不問のものとして心なら十も量償共に貧弱

な設計に甘んじている。しかしながらこの綴な駄

態は敗殿閣として全〈ゃなを得なかっ f このでは必

令 し も な し ま Tこ建築技術家も単に蒋門家と して

閏己の領域を墨守し、所奥の世合的背僚 Ｑｬｾ の坪内

で純技術に問題を底理することに局腎すべきでは

ない。これらの専門技術家も自己の狭い設を肢

り、眼を経済と政治にも向 η 、現在設計の前提主

なれる間保件の枠そのものを撰げる ことに何等か

の努力を挑われることは、良識ある健全な専門家

の資務である 。こう 湾えれば、日 本の現在の住宅

問題と住宅設計には、験後および将来のわが閣の

政治経済が不可分の関係にあり 、技術家並びに需

要家も積極的に 、正 し い 明 る い 希 望 を 以 っ て、

イ主= の問題に到しでも位禽的概念から何らかの政治

的行動にでられることを願ってやまなし、。

およぞ生産が人聞の? こめのものであると同様

に、住宅は入聞の生活上の一機能ｾ携賞するもの

? こることは言うまでもない。 1: が現寅はぜう 1: ろ

う。大衆の窮乏をしらぬげに徒らに貿易にも圏内

にも賓れぬ商品を生産し第二次大践の飴燈なお消

えやらぬ聞にはや〈も不生産的な軍需生産に色眼

をつかいはじめている。イ守宅不足を尻固に有りも

しない来客の? こめに平常閉め切っ? こ翁: 聞を確保

し、床の間を飾 b数人の女中を廊下の艶出しに捧

仕せしめる封建的 J愚劣さもさることながら、低賃

銀ぺ戸スで食うや食わすe の住宅妄者には高い家賃

の悪質公轡住宅も建築制限の撤駿も何のかわ りが

あろう。ま? こ 日本の園土がいかに狭臨であり、天

然資源4こ蒜まれす、さらに駿災を絞っ f こ上に人口

が多かろうと、一療の建築技術家ともあろうもの

がクロス・ワ 戸ド・パズルや二十のとぴらもぜき に

僅か五、六停の内に居間 ・際援 ・食堂 ・台所・玄
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開・伺所・風巴をはめこんI: ち、十坪前後に問、

五人家族を航定食料よろし＼ｾ綿するの ＱＲ 憂闘を

やっすのは、技術の胃潰であり日本の恥辱であ

る。蛍肉と虚飾を去っ fこ、' t f 用的経済的な、機能

主誌の佐宅設計とはこんなものを言うのではない

? ごろう。問題は技術家と鍛も祉合的諾僚件を向上

することをも同時に顧慮すべきであり、裂は経済

と政治にも何程かの認識をもつべきである。でな

ければ限られに祉舎的諮僚件のもとで技術を演す

ことに甘んぜねばならない1 " : : : けではなく、まがり

なりにも出来? こ復興住宅を再び戦後の危険の前に

さらさねばならないであろう。

昨年来の平和擁護運動が示しているように、日

本は再び敬守か平和かの岐路に立 fこされており、

おそら( 195う年の政治問題は講和の問題に集中さ

れるであろう。職後の日本の反人民的な復興方策

ならびに鞍守中に醸成され? こ新? こな世界経済の矛

盾と劃立の滋化ぞれ自身殿宇えの危険を菰レてい

るが、最近新? こに頴苓となっ? こ恐慌に伴う滞貨の

累増 ・貿易の不鍛・ 諸列強の封立は圏際猫占努. 本

をして軍需生産に矛盾の捌け口を求めるこ t を飴

儀なからしめている。これと闘聯してわが闘でも

全面講和か草稿講和かが問題となれさらに後者

のー形態としてのなし〈づし講和或いは戦争終結

宣言の上での日本の軍事基地化が論ぜられてい

る。そして世界の強闘を含むも商講和以外の講和

方式は、その名稿はぜうであれすべて逝説的に白

本が再ぴ椴 ｾｌ の渦中に巻きこまれる危険を胎なも

のであり、住宅はおろか人命までも風前の熔火の

ｴ ｾ 態におと しいれる可能性は否定し えないものと

する。ところでわが図はポツダム宣言の存在を前

提として大平洋殿宇に無僚件隆加しfこが、そこに

は講和の贋には延ー駐軍の撤退が明記きれてあち 、

さら lここの宣言の精榊にもとづいて新憲法には明

かに敬宇抱寝が民主化と並んでう? こわれている。

われわれの進むべき路はすべに明かである。問題

は外受上のセ‘ ネチユアとジャーナリズムの雑音に

妨げられることな〈、行動においてポツダム宣言

と新憲法の原則を賞徹するのみである。かくして

始めて白木の平和、自由猪立が縞保されうるわけ

であり 、これ はあらゆる白木人の常面の最大の責

務であり、数年前の誤を再び繰り返すのを避げる

唯一の道である 。こ の貼については建築技術家と

障も例外をなすものではなしか〈してのみ技術

家もその本来の使命を全うしうるのである。如何I

に純技術的に名人事の持主であろうと、再L〆鞍寄与

に協力するごときものは日本民族の敵であり、無

引こ如かやと言わさ'る を得ない。かように講和問

題にも正しき認識をもち 、民 主的な日本経情復興

の一環として、技術的にも住宅問題の解決に号室カ

されることこぞ今日の日本の建築家の喫緊の課題

である。かかる意味からあえて講和問題を住宅間

四に閥聯怜しめて若干の所見を述べ? こ語である。

蝿 の 燭 手

日本の所拐、 「文化住宅」はそ〆ニズムに汚された日

本のもの』ょうである。 i文化」のニ字は「文明開化」

という文字を医縮したものだそうである。左段なー設が

ある。それはともか〈、日本のその文化住宅の便所を覗

いて見給ぇ。糞槽にはカヴーがない。 i文化j も日本の

便所だけにはその関手を伸ばせなかったらしL、、。

その結果、蝿の綱手に到して日本人を赤常に勇椴!こし

Tこ。

(  i . 外人の見た日本」より)

理 想 的 床 材 料
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これからの婦人の服装と住宅

先日 T 夫人を園u ' 、アメリカ蹄甥座談合の席で

にまにま話が服侠のことについてはづん? ゴ際に、

ある人が

「一揖tr こうの :1n 立、きものを賞めますが、き

i ゐの本営のよさを認めてのことでせうか」との

聞に「私のきL もの委を見て 『きものは流行がなく

て、うらやましいですね J と云われましたよ J

との返事を受りて、皆も成程、そんな見方もあ

っ fこかと、笑い会ったことでしに。

。涜行は近代人の病気

「きものは流行がな〈てよし 'J と装むアメリカ

人の心も知ら守、 「洋服の流行がこんなに烈しく

なければよいのにー! と嘆きながらも、筒を歩げば

ｾＮ 々 美しい布地の山と、スタイルプツクから股け

出 Iこかと恩うばかりの= ユ戸スタイルの女性が繁

飽していて、美し〈飾り度い、新らしい流行を取

り入れ? こいと希ふ婦人心理がひしめき合っている

宥様です。何洋的なものに童話する慣れし東洋的

な長い歴史と共に、 J去につき育って来干こ習1賓との

板侠になって、箆多の矛盾を含みながら、あえぎ

あえぎ押し流されて行こうとしているのが現欽で

はないでせうか。この踏では、現在の服肢と住居

の問題は一致しているように見受げられます。

人聞の生活の合理化されてゆ〈こ k は犬痩喜ば

しい事です。靭から暁まで仕事/ 仕事/ の蓮揮

で、オフィスから家庭え蹄れば、住いはm格化さ

れ? こ集合住宅、そこではポタノを押せば湯 が沸

き、カロリ戸の豊富な食事が見る聞に者会い、山積

する洗濯物は作 ｊ の苦もな＼ｾ理出来、健康に適し

仁、しかも美しし、衣服を着て安具は自由な委勢に

従って寸法が定められている。便利で清潔な家が

ある。無駄なあの. 冗長なものは、地上から委を

消'し、そこには秩序と調和が保? これている。これ

河
メ入

μ  玲

が都合人の肱迎する生活なのでせ. う。然し、これ

が果して人間生活の最大の理想、なのでしょうか。

こんな話があります。フランスの宥名な書家ボ

ー ｊ レゴ ｆ ガンが初めて太平，ｾの孤島タヒチを訪れ

ｦ 二時、熱帯の風物に溶げ込ん＿ゴ生活を管 ｴｲｾ 繰の

グヒチ人に、非常な愛着を感じて、素晴らしい絡

を織いて世界に紹介しましに。その後年 4 グヒチ

島ｾ訪れる融制の放行者が増し、吹第に遺路は鋪

撰きれ、一流ホテルカ: 建p並び、 ν ストランでは

= ユーヨークと同じアイスクリ戸ムが食べられる

ようになりましfこ。主ころが、見物の目的である

グピチらしい雰園部は何時の間にか消えてゆ〈の

でしfこ。そして患に暑い暑い= ユ戸ヨ戸グの延長

都市が生れようとしているのです。この様な例は

世界中到る所で見琵りられます。これを文化的進

歩.，.:: e . 云ふのでしょうか。

環境に遁し? こ生活とは、無理な〈自然に即しf こ

生活を意味しているの1-:: e . は知りながら、人気的

に事を運ぼうとするのが、近代人の病然のようで

す。然しそこには、ゃな lこやまれない時代性が、

私達を押し流してゆ《のを感じます。

。服装の時代性

JW棋は時代の鏡1-:: e . 云われています。その時代

時代の思想や環躍を銃〈反景詳して、時代と共に生

き、刻々に努化してゆきます。幾ら素晴らしいア

イデイアを服演に獲り込んでも、それが時代に生

きている人遣の然持にぴっ fこりと合わなりれば受

付入れられません。流行は突序として起るもので

はないそこには何か時代の心理を掴み、時代の

生活様式に即している主云う風な原閃があって戎

第に世人の関心を高めてゆ〈ものです。然し時代

美』ま泥輯のものではない歴史として殊に客概的

に眺めに時、私達は批評も出来るでしょう。かつ
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で設しかつにものが、 f去には美 し〈ないと思われ

る場合もよ〈あるものです。その反撃オもあり得ま

しょう。美人1: って瓜資額で柳腰を睦讃し? こ浮世t

給 時 代 し ス ポ 戸テイで張り切った姿態 t 理想、と

する近代美の感売の盤化があれこれは首然服終

にも閲連して参ります。長い扶に、巾買い帯を結

び内輪に歩u ' 姿を、本書に理解して〈れないと文

句を云うことが出来ましょうか。ぞれは珍らしい

故にエキゾチックなものに封する賞讃ではあるで

しょう。ギリシヤ時代にはギリシヤ時代の美の表

現があり平安朝時代には平安朝文化に生きに美し

い十二草衣の姫姿があっ? このです。

近頃のように混雑しf こ衆物に揺れ、眠られた時

間乃で事: を底理しでゆかねばならない生活をして

いる人濯にとって、 HE1撰も叉般能を第ーと者えね

ばなりません。身動きも出来7よい程大きな衣服を

纏って、人間 t 傘大に見せようとし? こ時代は過ぎ

ましに。急ぎ足に歩￹Ｇことの出来る裾仕末、手ｾ

上げても引張れない柏の構造、身腫を歴迫しない

自然な姿態から、着用者の内面的な然持のありょ

うそも、服装という手段を借りて、表現している

美意誠、これらのものが揮然として、にぢみ出て

来る 39侠を求仇るのです。

o和裳美と洋装美

行きづり，に見fこ中年婦人の粋な和服婆に足を止

める私逮です。和肢は阻先の浸して〈れに停統の

結晶としてそっとしておき fこいと希うのは私ぱか

bではないと思います。u ' しろ和服と i洋服とのこ

獄式を着こなし得る私共は、少〈とも洋 ｩｪｾ のみを

着ている人逮をよりも複雑で味のある密化に官ん

1: 衣服文化を持っていることにー移.の誇りを感じ

ます。私逮がこの土地に住む限り影も形もな〈な

るとは汚えられません。むしろこの綴な世界に類

のない民族衣服は保護 3 れ噴きれてゆ〈ぺ〈努力

する必要がありましょう。黙し若い世代の者逮に

とって和棋の魅力は、母や祖母が感じ? こと同じも

のではないと思います。常に洋肢を着て活跡的な

生活に慣れf こ私達にとって、ぞれは飴りに用の美

佐眠い? こ衣服なのです。着物そのものが、美し〈

飾られ見る物として存在し、これを人が着てその

人と溶り込み、着物が背景色なるには鐙津山過る
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場合がよ〈あります。 i学喜々 はその勲、目I*. は地味で

胸えから美しいプラウスをのぞかせ? これ衿飾り

を附け? こりしてアクセントをつのます、日本の着

物も叉、布地そのものの美 しさより、例へ着物と

しては未完成であっても着こなしによって、着用

者と云う主固に聖母する、背景と して あ っ か う 程

の、洗練が今後もなお生きてゆ〈のではないかと

，思いま寸。

きものをそ戸フ k したナイトガウ・ンはフランス

でも人気があります。物質の篤にあ〈せ〈せすに

すむ時代が〈れば、優美な姿を求めて和演が憧れ

の的になるかも知れません。

。 服 装 美 と 個 性

「姉は妹より派手な佐の服棋をしては笑れます

よ」と教えられに夜、遣は v 老人は黒っぽい繊い着

物を 、娘さんは黒いドレスを着てはふさわし〈な

いと芦つ? こ概念を持っておりました。五十蔵にな

っても赤い服を平気で着こなすアメリカ婦人を見

で言語ろきます。服撲にもっと個性を縫って、向由

に使いこなせるよ号になり f こし、ものです。

服撲に眠ら令個性の無視が精紳文化の障碍とな

っていることは事賞でしょう 。謹術感売を持つ婦

人は、自己主張を持っていますから自然服撲し

「その人らしい」という感じを受げるものです。

その人の印象が服事実を通じて一層深められます。

それは服棋に彼女の個性が生きて動いているから



でしょう。一口に個性と云つでも中々かっヵ，し

い表面的なものでな〈内情j 的な章受護や経験 j;; 、

気づかない程、自然な形になって表現されねばな

りません。優れ? こデザイナ戸は、号表材として輿え

られ fこ人のます・個性を捉え、導き出して形に表は

します。この仕事は、彫刻家が粘土の素材に目鼻

をつりては生命の息吹を炊き込むと同様に 、蕗術

的な喜びを感じさせるものです。又出来上った服

を着て、ある時は筒を歩み、叉の:時は食事をする

等の光景を思レ浮べながら 、鋲を持ち、針を置ぶ

のは楽しいものです。こ ω楽しみは建築家の仕事

にも嘗然見出し得るものでせっ。

服棋美は、個性を主主蜜了することによって、… …

それは個人の生活躍境との調和をも意味している

のですが…… ξ の特徴を掴み、助長すると一層効

来的に生き生きとして参りま -t 0 そうすれば流行

に取り残されまいと気をもむこともないでしょ

う。時の流行が、悲し個性と相容れない場合は、

個性の表現の妨げになる部分は検て、助長させ役

立つ所を取り入れて、流行の然分を失わす・に進ん

で行〈ことが出来ると思います。

。佳いと装い

服装の商で私達が思い切った開拓を進めてゆこ

うとしても、その生活環境、特にイキ宅の問題が併

決しなげればなりませんρ ここにも服装の湾代性

と同じ、住居の時代性についての悩みはありま

す。もともと和服は盛の生活に装附りられた胤設

ですが、私達の着ている洋服は欧米文化に裳附り

られ琵謹したものです。日本の，住宅は熱帯的であ

ると云われています ω 各の怒さよりも互の滋度の

高いむ し暑さの才 が、凌ぎ憎いからなのでしょう

が、この土地に愛遣し、今もなお生き 長らえてい

る理由は、一口に質乏麹1: からと片附けられない
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ものがあります。然し非能率的、非衛生的な園は

さ' しさ' し改善されてゆかねばなりません。現代仕

事を持つ殆ざの男性が、背麗姿をし、過伴般の女

性が洋挟生活をしているのに比べて、住宅が飴り

捷化していな いのは作J か理由があるからでしょう

か。一軒の建築物が三十年から五十年も¢生命を

持つので、脱皮がお〈れるとは考えられま すもの

の、私なぜ素人考えでしでも、それは建築の仕事

に? こづきわっている人遼が、時代の動向に封して

鋭敏でない筑fごと去いはしますまいか。と云うの

も職人準にたよる大工の手に寄って殆んさ'ω 家は

進られまオ。過去の様式を検てるのに勇敢でない

この人逮は、日光をー上手に取り込むことよりも、

何利な蓬) ! ) f を遁るこ k よりも、立派な床の間を遁

ｾ＠ -rこい人態だからです。乙[ こで・も性宅の近代化

は、よさデザイナ戸を必要としています 。

茶室の簡素さ 、静寂さを愛する私達に取って、

各部屋を壁とドア戸で直切れ嵩い精子とテ戸プ

J レを置いことが最上の理想? ごとは官、えません。

土地の気候風土に遁し、時代に生きる人建が要

求する、伺利さ、清潔さし生活ｾ紫しみ、〈つ

ろぐｾＮ e の出来る新らしレ住宅があると思いま

す。

家庭の質生活に最も関係の深い、いや住宅ぞの

もωを自己の仕事場 t する女性逮が、日比供に 3討す・

る閥心と同じ伶. の開心を住宅にもそそい- r ゆ〈こ

とが必要「ごと考えます。女性の住宅デザイナ戸が

さ' しぎしお仕事をする日友期待します。月民棋も住

宅の問題も 、公衆の目を喜ばす湾 に、自己の虚栄

心、ｩｲＺＺ減足させるｾに、取り上げるのでない自己

を充賞させる潟に研究してゆかねばなら 7よし、問題

7ごと思います。( 昭和二十五年三月)

(伊筆僻脚者掛tは 悶 士

河合衣般z専客門署皐昼院院0長

替誌矢橋大理石時j J 古大阪出張所

大阪市東区高麗橋二丁目九野村ピＩｾ豆附

電 話 土 佐 堀 @ 3 2 8 5 番
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小 宮 町 市 営 銭 筋 ア パ

私共は 194!J年10月18日に天王寺l i l T : 小宮町にある

この住宅に移りましに。権災以来の疎開生活で質

り挽い物に換え今は大してお金にならないヵ・ラク

グと、家族 6 人の生活にはこれにけはなしにすま

されない最小限の手短り品1': lfJ でトラック一台に

積んでも、なお75践の父と主人と幼い子供 3 人主

私と 6 人が充分座れる場所が残る程の荷物でし

7こ。しかし荷物の少いのが却って簡単でサツパリ

して、みんなが衆り絞って自動車の上から今迄休

んでい? こ住居や子供還の遊び場であった山や池を

眺めましにとき、この一台のトラックが動き始め

ると永い不自由t-: つに他家え厄介になる腺開主活

t 奇麗に結末をつりで新らしい猫立しに生活が始

まるのだと思うと、泣き出しfこい程の感情の昂り

を売えるのでしに。 ｾｊ り箆りの稲 ｅ 恵が煩の様に照

り映えている田園の中を一筋に走る園遣を車が調

子良〈進んで行〈し了度稲苅に出ていられ? こ御

近所の顔見知りの方キが、鉢巻きの乎拭をとって

何僻儀をし? こり若い人は手を娠って「左犠なら J

「お元須でね_ I 1 : ロロに挨拶される桜子力: 速〈近

〈に見え、主人の悶脇にかかえられる様に座って

いに上の男の子 Ｒ 人はし、ちいちその人達の名ｾＢ予

んでは「さいなら J i さいなら」とのびあがって

獲を隈りに叫んでいましに。小奪回和の大型軽おだ

やかな秋の臼で私は三つなる米の女の子を膝に? ご

いで、ここが一番ら〈なんによと主人が作って英

一れた運穏台の直ぐ後の蒲週包の上の席に座ってい

ましたが. 寧の勤賂に身を委せてついうとうとと

眠ってしまって主人に笑われましに。然し寄託背勢

と不便な永い開催生活の後で自分違fごげの家が出 ，

F終? こ安堵と喜び、ぞれは心勢と疲れを肉彊の箇キ

からゆるめとかし流し去る快い眠りに、しら十し

らや誘い込んで了うのです。この祭持は永い間家

に苦労し? こ人、もっと厳格に云えばそんな家庭の

Z2 

ト に 住 ん て

郡 千
子鶴山

主婦でなければ到って殺げないと思います。

1 時間足らすもで草が凶階建の1x色の鍛筋住宅の

前に止るし子供達は高い建物を見よげて「ここ

がお家 ?J とおびえに稼に私に尋ねるのでし? こ。

7 . k のない回合の生活と水洗便所のあるコンクリー

トアパート。上の Ｙ 肢の男の子も Ｔｾ 俸の聞にすっ

かり水道を忘れて了い、 3 つに 7去る末の女の子は

71 < . が慰から出る ωを不思議がりましに。これから

お(l! 所のあとでちゃんと手を洗うのですよと毅え

ると. 71 < . 洗健所の水のほとばしりの中に乎を入れ

て家中大笑いをしました。初めての夜電気がつく

と白い撃に眼えて部屋の隅々迄明る〈一時に周の

聞が蹟る様な感じで、その晩はこ ω電憶の下で一

家 6 人が心ばかりのお祝も・を致しまし f こ。

この様な韓宅の日の賓核を詳し〈 云いますの

は、私が今住んでおります家のことをこれから油

べますについて、私の宰帽に反しこれ迄の私の様

になお家で管しんでいられる多〈の主婦の方# が

あることを思い、もっと民創に、もっと心の通つ

に住宅問策を政府なりがf、市なりが建てねばなら

ねことを. 又 I 日も主r. < そんな政府や府、市の成

立することを希ろからでごさ辺、ます。

私語Eは豊中で権災しに後、島根臓の山奥に 1

年、それから十っと賓塚の近〈の付で轄キとして

いましに。最近の 2 1
年聞はある農家の離れ家にお

世話になっておりましにが、その家は西側に縁が

あるだりで三方共通風採光の利かない犬費混然の

多い家でした。水も 20米程離れ fこ井戸からパケツ

で搬ぴカメで漉して使っていましに。台所もな

く、健所も屋外にありましれので差は毎日の家事

に心身共に疲れ、夜は子供のお照所に. 特に雨の

日は困り果てました。それでもこの家が疎開生活

の Ｓ 度の住いの内長良の家 ｲｾ つにのです。そんな

生活から念にこちらえ参りましに嘗主主はお恥しい



ことですが水が出 る と 云 つ て は嬉ぴ、電憶が健

所、洗面所なt : ' 5  ;股 もあると云つては有縁がり 、

何所の清潔なのに、台所の侭刑なのに 、果ては市

場や風自 が近いのjE うれ し〈て、宛で酔つ fこ様で

何 故 こんなに佐. み心持の良いのか一つ一つ別りて

考える ζ となぞとても出来ませんでしに。 rot に 3

ヶ月後り経ちましに今は少し焦が落ちつい衆まし

?こが、ま t: このうそ園の不平を申し上げる程住み慣

れでもいませんし、叉木賞に家の住心地を話すな

らば夏4与を越して見なげればなりませんが、強つ

てのお話ですので10月から 1 月迄の 3 月間使んて

にげの絞臓の浅い感想を思いつ〈俊述べて見まし

よ れ な お 弘 共 は 父 ( 75政〕主人 ( 3D政〉公吏、

私 ( 29厳) 無職、長男 ( 9歳〉次男 ( 6 厳〉長女

( 3銭〉の 6 人家族です。

先づこの住宅の良し、) i J i を大き' つばにヰi しますと

耐震、耐火、封盗難てあること 。これは日常生活

の能率，には直媛関係はありませんが、生活に安定

感を奥え意識するしないに陶らす・精紳的に支柱に

なっており，ます。被災の料験はあっても、未? ゴ 1

皮も笈災火災盗級ｾ受 ｶｈ こことの Ｎ ｾい私達ですか

ら、 そのぎれかの厄にあっ7こ人にはこの紙大 きな

プラスであると思います。ｾ輯がガツチリしてい

て少寸の事にピクともしませんし 、 隣家のｾも脅

もil .n¥動も l感じません。雨風力: 強いジくし 、ても き反は章者

ひとつ37. ・て -9' 静まり返り勿論捕れもしません。間

決 1) の心蛇もなく、 木造家屋です υ 郎、風向: 吹〈

場合は墨のすき間や監のすきから作J 鹿とな〈風が

洩れるものですがそ人な事はー・切 ありませ ん。ぞ

れカ・ら玄関のスチ 戸ノレドア ーを掛りて慢のば主主維

の心配はありません。勿論ガラス障子を絞って窓

から這入る事は出来ますりれぜも 、建物が長方形

でかくれ場所がな〈遊んでいる子供と隣りの棟か

らお玉に見通しであることが この上 ない看l硯の役

を果 します。今迄屋上の干物の盗維はありましに

が木謹住宅集閣 には避りられない主義の被容は 1

千1: もありませんでし? こ。

祉交性と濁立性を自由に調節出来ること 。祉交

的な 入と孤濁を好む人と夫々個性があり ますが、

その人の好trl 蓮によってさ' うなりとも同夜な生活

態度をとるこどが出来ます。 泣t交的な人でも時と

して は近所づき合いのわすらわしさを感じる もの

ですが、此慮にいれば 4 階迄の雨側 8 軒のお宅主

交 I祭することも 自由なら、スチー J レドアーを締め

切ることによって好きな時に完令な静げきを取戻

すことも出来ま す。これは木造猪:立家屋の場合は

相互協同による生活の関連の商が多いし、叉木造

アパ ート の場合は隣室の謀、気配に影響され殊に

廊下台所、便所なさ♂が共同の場合にはそ う云う場

での付合もあって仲キ得られるも のではな いと思、

い ます。

混集が無い ζ と。私達は 1 階に イ主んでお ります

ので 2 階以上よ りも地表 に近いだ りに最も浪費電の

多いはすですが、部星中ぜんな隅迄浪費まはな 〈台

所の隅# も自分でこ.1ましに7.k以外は澱り ません。

これは 1 階でも床高は地表 より 3 尺以上で、建物

の構造上基礎工事: が充分で地下室でも漁病が感じ

られない{ 守. 防甘誌が完全に出来て居る震です。二むも

この溢は大限中での長高燥地帯宇で . 普通の低滋地

に建つに場合こんなにうま〈行〈かぎ' うかは到ら

ない と居、いますが、 w商 3 尺以上と云えば管過の

木造家屋の 3 倍近い高きですからそれだりでも良

い詩です。移車事官時私達が持ってきま し? こ査がい

つの聞にか抱えて 了い不思議に思って務ねて見 ま

すと 、ぎのお宅も同じi践に仰言っていま しTこが、

之も ｾｧ 気の加し、ＮｭＮＡＺｬ ｾの 育にないのぢゃなレで し ょ

うかω

温いこと u ::"Hは淑然ω加し、 ことも開係して い

ると思います が伎んで見てその援い事に総きまし

? こ。木造家屋、殊に自 首り の惑い掠然の多 いき択で

は冬期骨にし・みる様に冷え込んで衆ますが、 ここ

では殺. 聞は少しも冷え込 む事はな〈 自照がよ〈隙

間風が終い Z号、南側の部屋は貨 に温室の桜に援で

一度上つfこ温度は下 るこ とがありません。私の感

じでは鍛筋の夜帯は 木 造 よ り 熱 を 保 存 す る 綴で

す。唯夜間 I 時、 2 時頃になる と流石に冷えて参

りますが、 それは コンクリ ー ト勝進よりも硝子障

子 1 牧で外気をさえぎっている こt により多〈原

閃するのではないでしょうか。戸 と障子 と2 i般に

するか、今の l廷でも経済的な飴裕があって厚手の

カ 戸テンを設げ るかすれば解決すると恩われま

す。

便利であること衛生的てるること 。7].く洗便所は

貨 に清潔で臭気 もな し こ れで住居の中から絢れ

23 



てはなら ぬ庭、か〈さねばならぬ農が迫放 3 れ初

めて宿命的な汚れから解放 8 れることになりまし

た。在来の便所が私主主の集つ' かない健に賓は大塑

私達の第持を暗〈していたことが、これを取り去

ったときに感じる罪をザングした後の綾なサツ パ

リしに策担き朗かさを味って始めではっきり到り

ました。この気持を知るともうこ度と在来の糞尿

と同居の生活に戻れません。それ から鼠と査がお

らぬことも衛生的です。何利なことに就いては炊

事や掃除が非常に能率的に出来ます。台所の設計

が非議 iこよく出来ている苓も感謝のまとですが、

根本的には廊下、部昼、炊事場の床が閉じi山j きに

ibること と、部屋が二つの方形のつらなりで無駄

な小さい場所がないことに由ると思います。

.，1;1.ムで佳い方の拙から見て、こ の鍛筋アパ 【ト

の方が従来の猫工r. 木造住宅に勝っている 鈷の気づ

いに鹿を申し上げました。では劣る紡はと考 えま

すと、木材の材質から来る親しみ易き、家庭均な

溶ち着きなぎ懐古的な趣味のよからの理由の他見

首 ｢ ません。唯年寄りは矢強り小ｾ < ても自分の

底があり盆殺の一つも作って見たがる様ですが、

自分の庭を持っと云う 事は郊外なら別として 、木

造の摘立家屋でも市内では仲キ得られない賢海と

云えましよう。何と云つでも我# の家庭は働〈者

本位に能率的に生活しなりればならないのです?か

ら、この冬期 Ｓ ヶｽｾ住ん ｔ さ経験から申しますし

働〈者の 住宅としては文句な〈織筋アパ戸トに軍

胞があがります。

ヨ更に細部についてこれ以ムの欲を 申しますし

麗さについて。衛生ムの許容限度は 1 入賞り 3 昼

と伺いましにが、夜間鼠i療時の空気の汚染度とか

tr づかしいことは判りませんが . 住んで見 fこ常識

的な意見としては. 現在の 1 戸賞り 14坪、 昼教14

昼で六人家族でも充分住めると息、います a 地下室

に平均 1 坪以ムの物置がありますので季節的に見

て不用な品は思い切って納めてしまい、二間の押

し入れとそ の ｊｾ 性の鴨居 の よにも押し入れ がゐ

九これらを上手に利用すれば部 屋を 10コ%に使

うことが出来ますa こう云う風に住めば大人3 人

子供 4 人位でも住めぬことはありません。勿論社

合的地位のある人で来容用の部屋が要る場合は少

νは不便でしょうが、私共ではお芥さまも家族も

24 

一緒に話 し食事・をします のマ格別に不便とも思い

ませんし、段キ一般ともそう云う傾向になって行

〈のが本嘗ではないでしょうか。

4階建と云うことについて。 私共は 1 階に住ん

でおりますので 3 階、 4 階の住み心地ははっきり

判りませんが、洗濯物を干しに屋上へ上りますと

きの疲れから考えますし 4 階に多数家族が伎な

ことは少し無理ではないか t 思います。オフィス

でも 4 階N: i t は階段による所が多いのですりf L <:' 

私もオフィスに勤めにことがあるのですがここで

申し上げ?こし 、こと は、オ フィ スの 4 階と住居の 4

階とは事情が遣うと云うことです 。オフィ スでは

働〈人が皆育壮年唐ですし 、 ｽｊｦｽｾ 建築分共に活動的

ですが‘ 家庭には子供から老 人さのあらゆる年令

暦を構成員に持っております し、叉家庭にあって

は皆多分に休息苦と求めております。殊に来日式の部

屋であれば自然砂蓄をも和服下駄ばきの場合を考え

ねばなりませんが、特に婦人の和茨は平坦な道を

歩〈ときは左程感じな いとしても . 階段 を登る場

合は非常に錆Lれ易〈疲れるものです、和服で登山

する 婦人の婆を御想像下さいませ。又下駄ばきで

コンクリートの階段を登り降りしますと靴ぱきと

比べて足えのひびきが強< 4 階迄登りつめるとホ

ット致します。この場合の被害者は家庭に於いて

は荷物を持ったり幼児を負つ? こりして 1 番出入回

鍛の多いのが主婦です。私共の 4 階にお住いの若

奥桜で最近offi 産なさいましに方がありますが. 硝

に登り降りが原悶の一つになっていると思われま

す。それで 4 階は現夜 2 室 1 戸になっております

のを調立しにこ聞とし. 洋式にして満身者アパー

トに利用するのが遁営と考えます。

浴室について。現在の買さで各戸に浴室を設げ

るのは無理 と存じますが. 同じ措の二戸の中聞に

ーつの浴室を主り入口を繭倒tこ設げることは出来

ないでしょうか。隣り同志意見が合えば共同で沸

して さ' ちらも利用 し. 又それを好まない場合は交

互に沸せば崎日に自家風呂に入浴出来ます。瓦新

風自にして双方のメーターに連結してその時々に

栓を切り替えますと、燃料費負強のい玄こ F も1民

いと存じます。

室内の塗装について。現在は長官は純白、木部も

生長lli のl珪です戸成程! 日tI男は効率的ですが、部屋と



しては何か締 bのな い感じです 。壁を部〈着色す

るか木部に塗料をかりることで引き立っと思し、ま

す。塗る場合は、出来ますならば数種の用意をし

て居住者が決ってから居住者の希望する色に塗っ

てあげる貌'切が欲しいと迎、います。

下駄箱について。 5 人以上 の場合は備付の下駄

箱では小さ〈 、と 云って今の踏み込みの虞さでは

別の下駄箱を置〈場所もありません。も少し大き

い下駄精の方が整理し易いと思います。

蓋所について。今の台所で巾し分ありません

が、色々の小さい台所道具を掛げる釘打ち用の撹

木をはめ込むa こと上 、未f-: 利 用 さ れ て い な い 益

問 、つまりガス台のよ方に二段併の捌があれぽょ

いと忠、います。

洗翠場と物干しについて。洗濯場と物干しは屋

上に ありまして これ が 唯 一 の 共 同 設 備 と な づ て

おります。冬期は屋上は風力>! ) 員〈こ の洗濯場で71<

を使いますと手が切れる 桜に痛む程ですので之を

利用する人は殆んぜありませ ん。夏は利用者は多

いと恩われますから洗濯場そのものは必要なので

すが、出来れば直援嵐の常らない何かの設備が欲

しドｾですのしかし冬期の風よりは 叉夏には邪魔

になるかも知れません の で ぜ ん な も の で し ょ う

かの ぞれから水槽の手前に傾斜を向う側につげて

洗い台の部分があ ればもっと便利です。共同物午'

物 は 盗 織 の 危 険 し い も い 1，&l ムへ上る煩しさと

でぜんなに管理者が監督されても窓に千す方がゐ

りますので、これは思い切って続格統 一しにテラ

スを各戸に設りる方が無理が無いかも知れませ

ん。

共他水道、瓦新、需主書式ω設備なさ。巾し令御ゴい

ません。

以上色々拙い意見やあっかましし、希望なさ申し

あげまし? こが、貨は求められて あれやこ れやと頭

をひねって思レつ寺ｾＺし に桜 ＡｪＮ わり で、似し・て考

えなければ、 日常は何の主主もつかす・気持よ t 過 し

ております。u ' しろこれにげの設備を生かして本

来の能率を費御. さす震の研究が私共主婦の側の方

に足りなさを感じる程でごさ「います。結論と致し

まして、私共勤男事者の住居としては繊筋アパ F ト

が一番能率的で簡素で泊首している とイ長 じます。

( 筆者・市管銀筋アパート 1 扱総 1続準居住者)

本目 互 斡 旋

( 事欄十二分に御刺用下さる様各位に切望)

O 求 聡

京大建築科出身48才勤務先何れ も可。

下閲工業建築科出身21ォ- 北九州防・面希望。

関西工業建築科出身却す。

O人を求む

30才前後玉県場係ー名 中工務1，5勤fj} 2え30才前後雑

誌編集事務員一名を求む至急。

0 求 婚

女募出21才、25才、26才三名各行11 れも良家の

t: 、容妥髄格良、身元確笠父建築関係者、三 者

共専門程度出身の人物本位の j j に蛾ぎにし。

0 土地家屋譲渡

1.静1
1戸市楠町土地

120 坪、二階建延75坪外に物

置、電話、水洗健所、ガス 電祭設備あり。

1 . 二階建住宅附事浅所延22坪並ガレ戸ヲヰ向倉庫

40坪、大限騨附近40禽位。

0 家を求む

大阪ー京都聞で約50寓伎の家を求めたい。但し

成可大限寄りの方を望む 。

0 お茶とお華の稽古斡旋

表rt :to- 茶 。米生流:to- 華 の糟古希望者 lま男女を不

問御申込下さレ u 稽古場阪急附近、禽安E夜、懇

切数民

0 寅 却

シャツグ戸( チエン各揚式) ボックス 、シャフ

ト、鎧戸、その他附属品一式但しガイドレｾｽレ

与し、数量 5 組、以 k主主却しにし。

以上御連絡は本食事持局長宛の事

スチールサッシ. : : L

ゲ ド ア ー

ヴ シャツター

オペレーター・伸縮戸 ・間格子

設 計 ・製 作 ・ 修 理

日本サッシユ株式曾社

大阪市東軍高麗橋二丁目九番i 也

電話土佐堀@2 9 9 5 ・3979番手

;!5 
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モ 一アjレ

家賃1000園は fこしかに痛い。

しかし貧〈じよりもはかない 、 関手ミのｾきな が

らの確率 Ｑｾ といわれている市 Ｎ 管住宅にとにも角に

も首選の幸運を携つ fこ私? こち親子三人は昨年10月

1 目、文字通りこ躍りして吹田市のうらぶれに間

借り生活から大限市笹赤川住宅〈旭E 赤 JIl 4 丁

目〉にいそいそと居を移しfこ。

大限市首局が「テスト住宅」と諮る fごけに伎心

地ます' まやというところで、 「新しL 、J: げでも無

持が良レでし」う」と会11人にもいわれ私 fこちも 一

憶は素直にそううなす・いている。しかし住t J lまぜ

に慣れるほぎ' に間借り時代の不自由きも忘れてつ

い色キと不服が出、不満が洩れやすい。ま Tこ事責

「テスト住宅」としてここが将来の市営住宅のあ

り方と、スタイルを決めるものとすれば率直な住

み心地を知ってもらうのも無駄ではあるまい。

0 ・・ H ・H ・12坪の建坪と割合に買い殺地、 2 戸 1 棟

毎に簡翠な- toc圏いをめぐらして長には多少の随木

をゐしらっ ? こところはますもますも楽 しい我が家。

2Q 

佐 を 裁 る宅

深 j宰
彦

r1戸を張つ fこ構えとこの庭木、大阪人の庶民性

をよ〈現わしているよ」とある友人は遠慮 のない

ところを・浴びせにが案外儒りない、いま の紙の感

ｴＱ ｾ でもある。

ところがこの板圏いなのであるが一一移る早キ

棄が一寸買物に出? こスキに乾してあっ fこ棄の冬の

スーツとセーターな ｾＧＴ 、 Ｕ 枚を失敬され＿こ。雨

戸もあり、入口も巌震に戸締りはしてあったの1 ' :

が然をキかせにつも りで造られに小門に扉がない

ばかり にさ' う頑丈に戸締 b をしてもその IJ ，r刊' ら

ユウユウと 裏庭に姐れるのである 。コソ泥君はき従

• 
k  1 : : 仕事が出来fこに遣いない。気をキかせるつい

でに何故扉を付げて〈れなかっ? このか、葵の・泣き

ごとを聞〈までもな〈如何にもお役人らしい建τ

方にあきれるばかりである。その後、棄にうるさ

い程ドわれるがま t: 扉を取付るまでに至っていな

い。聞けばそんな事まで一身お役所の許可とやら

が 必要 Ｑｾ とかで、やれやれ市管住宅とは六ケしい

もの だ し まに無断扉取付け の勇気をょう出さす、



lごし、る。

0.... … . .6 墨と 4 昼宇と 3 墨のf反の間( 勿論東京

墨で d) ￵Ｉ それに ｬｾ 盤足ら十のゑ闘の板の間とい

5 間取りは 3 、 4 人家族には廃〈はないがいまの

ご時勢では文句はいえまし、。

最初に悩まされにのが障子でゐる。玄関、 4 昼

宇と 6 昼の! : l ! 界、そこと台所の仕切れ 6昼と 3

盤の境目、これことごと〈障子なのである。この

8 枚 の障子を張るのにマル 2 日がかり 、小人数で

も何時の間にか破れる摺ぎ張りに追いまくられて

いる。子供の多い或家の主婦なぜは障子張りに泣

かされると しみじみ市場の立話に泣き言をならべ

ていにというが。 r換算が少ないものでごさ「いま

すからね」とおっしゃるかも知れないが、これが

すべて「ふすま」であつにならモデル住宅は錦上

さらに花をそえて赤川ー住宅の名聾をいやが上にも

高からしめ fこであろうに。惜しむべきはお役人根

性である。

0 ・H ・H ・- ・幸か不幸か職災をまぬがれ? こ? こめガラク

タが多いのに押入が 1 聞と牟聞の二っきり、納屋

もな〈移つ? こ嘗座は置場1こ困りぬい? こ。仕方な〈

板を貰って裏庭にー聞の念浩納屋を建てガラクグ

をやっと始末し? こが、もう一つ押入をふやすか納

屋の一つぐらい設げでも外取に比べてぜい漆でな

いように思う。 12坪の建坪に制眼されて致方志な

かろうが健所が玄関脇にあるの Ｑｾ げは何としても

ー喬の黒星だろう。慣れてき? こわれわれでさえ玄

関を入ったトタン、ムツと〈る臭気に飛び出した

〈なり、? こまの来容にそればかりがいつも気にか

かる。この随所 ｫｾ 長出しにしてその跡へ Ｑ 聞の押

入れをつりるヱ夫と親切さはさ'う しても必要? こっ

?こ。

。・・. . . . . . ・裏所の設計ももっと主婦の立場になって

考えるのが本官の親切ではなかろうか。流しもあ

り、ガス設備から 2 段 2 つの棚までついているの

だが惜しtr ら〈は狭いのと勝手が悪い。上りカマ

チからグタキに降 b る場所えは下駄を履かすもに炊

事が出来るよう板を置いたが 1 人立ったらあとは

洗面をするのがやっとこさ、漬物隔の置場もない

という狭きである。ナペ、カマ潤は棚にならべら

れるものの食器規は一々 3 昼の水 屋へ取りに J 二ら

ねばならす¥もし華所との鹿児の戸 k 取去って轟

4‘  

所からすぐ手が属〈ところへ7. K 屋でもハメこみに

置げるようにしてゐつ? こらと忙しげな翼の姿を見

る度に恩、うことである。ガス総兵の置場もないの

で板を張つ fこがこれとて低〈にしか付りられす、

こういう細かい邸まで考えて設計は出来ないもの

か、立ちす・めの炊事場で少〈とも立ったままで用

が足せる高さにすべては設計されていな〈てはな

らないはす'1ごと一再ならす・浮きえさせられる。妊婦

ででもあれば腰をかがめる Ｑｾ げで Ｖ 大愛であろ

う。公替住宅でそんな鮎まで来を〈ばって設計出

来ない。佐tr 人聞が好きなように金をかげてやれ

ば良いといわれればそれまでであるが。日本家屋

の設計もそこまで湾えるべき時期に来ているよう

に思う。

0 ・H ・H ・- ・職後建築の通例れまし、いながら柱の息. い

切っ ｦ こ曲りょうも相官なものである。ｾＮ闘の障

子、窓のガラス戸、雨戸、座敷のガラス戸、敏夫

? こてれば限りがないが贋くもない家の戸障子のス

キ聞はひ 5 いもので、 Z誌なぜ遠慮な〈吹きこ tr 風

lま7こまさか家え持って飾って片付りる仕事ω乎を

止めさせる。入札建築の絡の端的な現われTごろう

が、いま少し謂負業者も良心的な仕事がしてほし

いものである。 5 年や 6 年、少々の地震ぐらいで

は倒れもすまいが。 Ｑ 年後、 Ｓ 年後のスキ聞のｾ

き具合や柱の助り方がいまから策しみである。そ

んな無でいなげりや市替住宅には住めまし、。オツ

トこれは口の悪い亥人の言である。

。……・・益もひざ' い。こ h も例の「餓算」とやら

の仕わさ・でもあろうが、ｾとをコボし ｉ こら品Ｎの目に
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入ってしまっ? こと棄が笑っていに。大して上もの

の外出着も持fこないわれわれ風情ではその心配も

ないが、健哉の来容でもあれば着物がスレて痛み

はしないかと集を佼わねばならね。聞i 1 ぱ復興昼

と呼ばれるアプレゲ戸ル型の昼表fごということ fご

が、是表ならぬ「率表」でゐる。それに豊の合っ

ていないこと、ひ乞い隅や角なぜは一寸近〈もス

キ聞が出来て掃いたゴミは濯婚、な〈ドンドン入っ

てしまう。墨がある1 " : i 1 良い方fごというかも知れ

ぬ。成程昼なしで佐わせ? こ戦災市営住宅もあっ? こ

が、食も衣もようや〈落ちつきを見せてき? こ昨

今、遅れ勝ちな「位J 1ごりに官余計墨までが実誌にな

るというものである。

ｾＮＮＮ・ ｈ ・Ｍ・それに床が欲しい。洋聞のアパート生活

なら別忙が. 矢強り日本間でなれば床のないのは

協の按i 1 1こような物足りなさと法しさを感じさせ

る。月三を本棚に改造せよとか洋服タンス。にしては

なさ' なぜ婦人雑誌の新生活設計かにそんなこと T'

出ていたが室内のうるおいは矢張り床の間と花に

あるような黙がする。置床でも置げば良いの7ごが

そこまでは乎が出す¥まにこの上置けば疲具もの

べられない。ここまで望なのは飴りのゼイ湾1: ろ

うか。電総も ＭｾＱ 部屋に ｬ ｦ［をづっ、外世まもあり

そのうしろにはラン聞も取付げられである ωだが

侭所にさ' うしても電燃が欲しL ・0 それもメ戸トノレ

制なれば こそ飴百十痛感されるのでめるが。そ υJ 代

りに健所の上方にガ‘ ラス窓があり、外燈の光が入

るfごろうとおっし-ゃ るかも知れないが、成程なか

なかご苦心のゐとは歴然としているのでごさ「いま

すが子供がいることでもあれもしソソワでもし

て務こん fごりしてはと存じまして… …

。…・・・常気といえば、Ｎｾ ＮＮ ｾ、 ＮｾｾＯｉ し悩ませられ「 こ υ 私

Tこちが入ったのは10月1: つ に が す で に 大 部 (J) 人

( このーか〈は 8 椋 16戸〉は 9 月中に入居してい

に。ところが何かの手遣いで配電舎位えの連絡と

乎般が行遣って「無断で鈷燈したのは怪しから

ぬ. 即刻罰会. を納めよ」ときついあ・達しが届い

に。すでに連絡桝1: と安心してい fこわれわれは少

々狼てて、色々鮮を低うして( この節電気合祉は

恐しいですから〉お願いに上つに結果やっと配電

曾祉のお怒りがとけて「それではメ戸グＭＺｾ Ｎ 耳元付

けるまで 1 燈40国の割で 2 ヶ月分前納せよ」とい
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うので、 Ｒ 百何 ＱＰ 固かの Ｒ ヶ月分 Ｔ 百合 ｾＱＰ 闘かを

それぞれ届げて ( 集 金 に 来 た の で は な い の で す

ゾ) やっとそのときは納まったものの、こん古は

12月には取付げるというメータ ーがさっぱ b取付

けられや. 12月はとうとう暮れて、例の電気料金

3 傍値上げとはなったものである。 1 月に入るも

ーこうに管沙汰がない。 3 度足を運んに揚句やっ

と 1 月末に取付げは終ったものの 1 月分はあとの

祭り、料金は偵上新料金で 5 百 何10国かを支挽わ

されにわけである。 5 百囲もの 1 月の電無料なん

て無茶苦茶1: とごうとうの撃がモデル住宅一帯に

鳴りひびいた 6 市が建てた市管住宅なら元来は電

無設備一切整えにの t に 入 居 さ せ る べ き が 本 嘗

1: 、この電無騒ぎに市首局が積極的に交渉に嘗ら

なかったのは無責任も甚だしいともっぱらの住宅

界わい獲である。

。… … 家賃も市がご自慢お; < 能わさ' る住吉w岸の

皇文化住宅 ( 850園〉 よりも上等の 1000固なのだ

から鼻もいささか高かろう。安月給のわれわれ風

情には考えにfごげでもゾツとする高額なのにが背

に腹は電替えられぬ、涙をのんで H ・H ・. . . というのが

儒りのない内幕である。しかしピンはパス改造住

宅の55因。、ゃ16固というのがめったかな、玉出

附涯に j からキリは畿筋住宅の 1400固まである中

で木造住宅中 ωNo . 1 、横綱な 0) 1ごからたしかに

モデル住宅に間違いなかろう。ところがである、

この1000園也の家賃にはなかなか闘. 白いイツ話が

秘められている。元来お役所というところはむつ

かしいところで家賃を決めるにも、市瞥住宅へ入

れるにも一々市住宅使用保例という入居資格者1:

とか入居者心得fごとかを定め fこシチ面倒〈きい規

定があ・って申込にもあの行列となるわげTごが、そ

の僚例第二僚には| ー使用料は 1 戸 1 月につき木謹

住宅は 850 園、観筋住宅は1500回以下にお? いて市

長が定める J e 明記されてい? こ。? ごが赤川住宅が

出来上ってみて、原償計算をしたところがぜうし

ても 1000固とらねば係算割れになるということに

なった ω まめモデルイセちだから仕方・ゐるまいと開

係者や係員は筒皐に考えて新聞でも護表し、入居

者も決つにトタン市合方面から横ヤリが入つに。

「第 2 僚の家賃規定では 850 囲しかとれないぞ、

1000園にするのなら市露首本曾識に改正主主を出して



市合の承認左求めよーI t いうわけである。アワを

喰つ fこのは係長や係員で早速改正案をつくって緊

急市舎にかげるやら大狼てて、やっと 4条例を改正

してポロを出さす・に済んf も の の 、 市 舎 か ら は

11こいまんJ 1: t きめつりられるし記者連中には

誼められるし縛任早々の課長さんは育〈なって首

をなでにこと 1: つ? こ。こんないきさつの1000固で

あってみれば飴計横綱の貰録? こっぷりれ、うわけ

で、私fこちも大いにその楽にカングキして 100() 闘

の位。、地を満喫しfこいと願っている。

。...・ H ・.. 不足をいい出せば限りもないが、風呂 が

近〈て電車や; ) 、製校も近〈、公間八はすぐだ

し、淀川という羅好の散策地とすぐ虞近という環

境 の め ぐ み し 外 観1: げは習会っていると人にもい

われるこの我家なれば住み方によってはことな〈

楽し〈豊かなものに遣いあるまい。私? こちもすで

に裏庭には菜園を設げ、いま菜つ禁やほうれん草

が端境期の野菜を補おうと特期している。春とも

なれば表の底木も殺を婚し、アカシヤはきっ t 美

しい花も咲かせるてろうといまから心待 もにま終し

んでいる。隣附近では鶏を飼いはじめ? こところも

ある。表側を; i I . 波な花壇にしつらえ fこ家も見受け

られる。私も暖〈なれば鶏も伺おうし花壇も作ろ

うといま撞# ささやかな計聾をこらしている。モ

デル十E宅が買. のモデノレ住宅となり、祭しし、ホーム

k なる日はそう遼〈はあるまい左自負している。

文字通り 1000園の償保める住宅として何としても

育て上げたいものである。

しかし将来のイ主宅は矢張り 壁へハメ コミの洋服

タンスと水屋とタンスと下駄箱のついにそれこぞ

行李と風目殿包とガラクタ t: けを運べば家財道具

は何も いらや、移り住ん だ そ の 白 か ら 立 派 に 整

理 、 整 頓 の 出 来 る 住 宅 で あ っ て ほ し い も の で あ

る。市営住宅が完全なものとして完成される形は

矢張りこのスタイ J レの住宅でな η ればならす¥市

首局も他の漆算をむ ｉｊｾ 、てもこのような理想的な住

宅な猫自ででも建てるべ〈努力し、ぞれを成し遂

げるのが近藤市長の公約を泉すゆえんではなかろ

う か 。 ( 筆 者 ・ 大 阪 新 聞 記 者 )

建 材 部 大 曾

(  3 月 2 日於大阪建設曾位)

通産省雑貨局建材課長伊藤憲犬郎氏の列席を乞い、京

阪市申建材各部門の有志約25名出席、伊藤隊長より護業合

現化と建材界の本年度見透し等につき別項( 焼同氏記

者荷量参照) のま日き説明を聴集、列席者との窓見交換後見守策

関西方問よりも 2 、3 の審議曾委員を選出されん事を理

まれた。因に産業合理化審綴曾委員は大嬰彪大なもの

で、我関工業技術の首脳部やエキスパートが多鍛怠げら

れているが、機構の大要を駁すると下のま日きである。

。審議曾設置部曾 l't

綜合、ゴム、祭事費、生活用品、電然、通信、紙業、車

稀、綿紫、絹紫、防宅、化事繊維、皮革、 E霊祭機械、

鰭鍛港、 1由脂、綴錦、ガスヨーグス、金属等

凡81部門である。

各部嬰員長は各陣盟組合の合長理事長等代表審委員( ' t

概ね各尉; 長予定役級が郷されている。建材関係l' t 生活用

品部に嵐し、大阪では関西石材耐長上山元市氏を見る

のみで為る。

。24、9 、13悶携で産業合現イヒに闘する件が決定され、

均衡漁算硲立、軍Ｍｾ替 ν ート設定、健全金融方針推

進等合理化するため、

( 1 ) 護策n.穏方針確立 (  2  ) 関際優絡が速かな納容を

同僚とする ( 3  ) 企業内部合理化、創意工夫、合理化

教法、開碍除去 (  4  ) 能率向上、優秀樹陪護保用、積

極化等が主要題として取り上げられて L 、る。

之等の各項目に更に夫 ｫ 十鈴の分科科目を列ｾして、

細胞的に調査研究する構想である。そのため誹議曾が設

けられている。

，旬、，戸、_，.崎、.... ‘ . . . . . .、._.. 目、....刷、.... 、..;旬、... 、....凶、_，.....

鋼 構 進 講 習
e  

E ヨ

昨年* * 阪神で開講した標視を今般下艶の通り九州、l、

中関支部主催で開催しｾ曾であった。

九州支部 8 、22，午前 9 - 午後 7時於綿岡務働曾

健聴講約 2uG余名藤島周支部長司曾の下に宮脇支部長

関舎の僻後小泉、小西岡講師講演大和理事閉曾の言葉

と協倉支部裂展に協力方依額散禽

中園支香ｾ 3 ， 24、25日2 日間午前 9 - 午後日時

於讃息女王曜大穆分室、際議 220 名、滋問豆一氏苛曾

の下l三台林間支部長開曾鮮後小泉、小西爾飾講演

25日は午前中終了した、筒岡地方l主摩曾支部と共催し

たので ＲＵ 日午後より ＲＷ 日迄摩曾 ｾｉｉ ョ γ グロート外務室を

あり終って建築中の原爆研究所を見事 L た。
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井 上 「間取、面積について申します。現殺の日

本の生活糠式は外は洋服、内では和服になります

が、外も洋服であれば家庭でも洋服にして洋弐生

活にしたらと思いますが、ぞの場合の昼の生活と

洋式の生活の最小面積はさ' の( 1 7 . 1 . 、遠うでしょうか

?J  

浦田 「昼の部屋を洋聞と して使う場合も警があ

りませんでしょうか」

司曾 「若し畢の場合では設備が洋室のようにゆ

きません。間洋住宅と遣って台所の設備も大き〈

なり仕事. する時間も多いわりですね。大韓主婦の

台所で働〈時聞は起きている時間の 5 0 %にもなる

と言います。台所の問題は後に願うとして最小限

住宅を護るためには居間の庚さ 12平方米を基準に

しf こL 、と思います。ぞれにアパード公管住宅、日

本の織筋アパートでは設備が不充分です。前大鞍

後換留やドイツで建て fこ居室の最小限面積は 16平

方米です。この頃のアメリカの大きいのは32平方

米あります。: 12卒方米あればリヴイングパート の

中に台所としてのキチンキャピネットも置りま

す」

濁酒 「全音s椅子式にしたいと思いますが」

司禽 「本自の座談曾は日本建築協舎から若い方

# の伎唇に関する意見を聞き fこいとの依額で、皆

様に集って頂きました。協舎は30年の懸史をもっ

建築の恵門家と開{ 系の方をと包含する舎で、今日の

ｾ談命は同協 ｈｩ￬ で稜行している「建築と枇曾」の

誌上に夜表されるものですから、皆さんも建築の

専門家に注文や質問を出す積] りでお話を願いま

す。では最初に最小限伎宅の間取りや規模につい

て現在皆さんの住んでいられる住居の経ｾから思

いつ) ， ' 1こ事を話して下 3 い。先づ関田 8 んさ' うで

すか ? J

園田 「現夜の日本の住宅で使っているものの中

に賞際いらないものが多いと患います。計霊せす、

漠然として建て? こように恩われます。一般に建て

る方、佐t J 方が設計者に抗議しないのです。住宅

に到する開心力Z薄いと思います。」

司禽 「家というものに嗣| れすぎ fこR震がありま

す。無関心じゃないという事が言えますね。日本

での建築の進め方は一般に建てる人キの頭に入っ

ていない。家主の算盤.と大工の考えで建て〉いる

のが多かつ 7このです。アパート等は主としてそう

です。住い方の相談が出来ていないのですね」
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JIl 村 「生滑が洋式になれば椅子にしfこらよい k

思います」

司奮 i 30年来云われてきに問題ですが、若い時

代は椅子の方がよいが、年を k ると昼の方がよ い

と言いますね。私の家では初め洋式を織がりまし

たね。年が経つにつれ馴れてしまいました。自分

としては飴り昼を好みませんが皆さんの家では勉

強される場合ぜうされていますか ? J

( 園田、 J fI村、和田、積地、浦田各嬢は椅子式)

〈潮瀬、井上諸壊は坐式〉

堀 JII i その時の気分によって坐って見たいと思、

います」

司曾 「昔は机の高きは 2 尺 5 寸、椅子は 1 尺 5

寸と思い込んでい f このですが、自分の身憶に合つ

にものが一帯よいのです。向分で設計fないしなけ

ればなりません幻。今後は子供の頃から椅子式が

多〈なるので悲い人撞の聞では椅子が多〈なるこ

とで しょう。話 t >積にそれまし? こが皆さんの生活

様式によって庚きが遣いますが、 そういう面でお

聞きし? こいのですが」

和国 「田舎のダグ賢い建物を最小限度に区切っ

て自分の好みに| 直してみ? こいと思いますが1 - 1

司書 「それについて農家では土聞が狭りれば暮

らせません。生活環境から色々の制約がありま

す。野菜なぜ庚〈披げる場所がいるし、家具什穏

に至るまで大きい、農家としては土聞の庚い方が

伺利ですから、ぞれを制限するのは総かしいよう

です J

堀 川 「土聞の改造ですが今迄のキツチエン k ダ

イニングル戸ムとを合せ? こものにするとよいと思

いますが」

司曾 「それもやっている人もあります。しかし

土聞の利用は田舎でほ仲今大切なことです。でーは

; : 9 ( に環皮問題について御意見が多いと思います

が、ぜうですか」

堀 川 「衛生的立場から‘いって現在の日本住宅で

は台所、イ電所等は考慮されていない。完全な i洋式

を取り入れにし、、健所は水洗弐 が よ い と 患いま

すJ

司禽 「外人が来て一番ゼツクリするのは健所で

す。私共には惰性になっているので大して感じま

せんが、タウト氏の話に「床の間の裏壁一室で便

ｍ があるのは大拠不思殺な榔惣 ｴｾ 。しかし家主を租

がこえ臭い。ｾつべきな白木 ￁Ｎ �＾ 何故臭いのを平

気でいるのt: ろう」と雪っていましに。( 笑聖書)

停染病も便所からです。厚生省集の健所もよい

が、 7k洗式や木槽にするのに補助金を出すように

しf こらよいのですが。しかしアメリカでも回会え

行〈と来t: 汲み取り弐があちます。前大験後ペル

リンでは肥料不足で人糞を 7こめてオラング嵐の風

車を動力として鍛管で糞尿を郊外の農地え怒っ fこ

例も聞いています。ぞれから政府が住宅法を早〈

施行する必要があると思います。現在、農林省で

は生活改善の指導委員舎を作り餐員が農村を指導

しているようです。その指導はさを員購入の筈で

す。ドイツでは前大蔵前、婦人住宅官が各地方の

住宅局に威していましに。その局長も婦人t: つ.r:

答です。そして一軒毎について育児、住居の取扱

い方、精子の寸法等生活問題高般の世話をやき生

活指ミ撃をし fこのです。農林省の場合でも、これを

法律化して各地方の生活 k 住宅の改警等、婦人の

意見を加えに指導をやるよろに法律化きれなけれ

ばならないと思います」

井上 「被服科の皐生として要求し? こい事は私遣

の衣類整理室 k して 3 昼伶ーいのミシン、哉ち台

( 和搾〉、シミヌキ薬品、アイロン、シンシパリ

等一つの部屋に纏める事が出来れば便利1 ' : と思い

ます。外套をぬいで整理する。シミヌキの薬品は

台所にある。穴を織る場合はタンスの抽出 lこ小布

がある等纏まっていない現献ですと大鑓不便で

す。着物を作るのに衣類場がないのは不合理で

す。主婦は台所の外に縫物に多〈時聞を費やす関

係上主是々必要i: と思います。居間で君主縫する場合

子供でもあれば落ち驚いて仕事が出来Tょいと思い

ます。更衣室につ Y いであれば術ょいと思います

が、今までにそういうような部屋は作つでありま

せんか ? J

司曾 「フ・ラン? ゴりは見? こ事があります。洋裁研

究家; の方で自己の衣類を整理するのに自営りのよ

い所え設けていましに」

浦田 「その部屋に水道があれば術お よい主思い

去す_ I

井 上 「昼の上え椅子を置〈のでは糸屑が落ちて

とれません。板の間です主瞭き聞があちませんか
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らスペスペしむ床板えワツクスを雪襲売tわ1 ばよいと照

います」

浦図 「それは台所え近い方がよい t 思います J

司禽 「外に環境問題について、明るすぎるとか

暖かすぎるとか、叉寒暖の問題についてぜうでし

ょう」

川村 「健所は日嘗りがよいのがよいか、又日陰

がよいのでしょうか i J

羽潮 「蝿のわかぬ篤めには暗い方がよいと患い

ます。蝿は暗い所えは飛んで来ないからです」

司書 「夏になるとよ〈居先にのれんがかけてあ

りますが、中が暗いので蝿が中えは入れない。の

れんは一つの蝿ょ η です。成る可〈入口を暗〈す

れば入りません。鼠の問題について、グウト氏は

「天井で鼠があばれて疲られないことがあるが、

日本では家斉として優待しているのかJ e 言って

いましf こ。( 笑聾〉叉鼠がいると火事も起らない

t よ〈云われていますが」

全員 「私fこちでも言います」

堀川 「鼠は明るい所を恐れます故天井裏のよう

な暗い所におりますが、天井裏に電球をつりれば

いなくなると思います」

井よ 「併し初めは寄りつかないカ Ｔ 恩ＱｉｩＢｴｾぱ寄り

つ〈と思います。 J

潰地 「洋室、観筋コンクリ戸ト建では昼間がな

いからいない主思いまーすー|

笥曾 | ところが市役所のような所にもいますが

裁を作ることは出来ません。ドア戸等の角に穴を

あげて入るのです」

浦岡 「食べ物があればさ' こでも生きてゆけま

す。台所全部をコンクリート壁にすればよいと思

います」

司曾 「従来の防鼠ヱ事では橡の下に昼然按けの

穴を作り網を護って入らぬようにしますが、それ

でも土を掘って下から入ります」

浦田 「私は以前大連のアパ戸トの 4 階lこし、?この

ですが、 1 階にはおるのですが 2 階から 4 階には

いないのです」

司書 14 階で炊事をとしておってもいませんか

?J  

浦回 「ぃ、ぇ、いませんでしf こ」

司曾 「餓筋建でしにか i J
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浦岡 「はいj

司曾 「食料の開係でしょうね。時に自営ちゃ通

風、暖かき涼しきの問題ですが」

園田 「日本の住宅はその鈷便利主思います。襖

を全部開け段・せば風通しがよいのですから」

司曾 「併し全部を開け放すと自分の部屋が確立

しないし落ち浩〈揚所がない。日本人に哲嬰性が

ないのもこういう事に大いに影響していると思い

ます。今の日本の家では思想、が生れないと去われ

ているが、落ち着〈場所がないからです。地方的

に見ると寒い雲閣の方が温暖な甫の闇より思想的

に深いものがあります。文謀作品等はイグリ戸、

フランスよりはロシアの方が聞いものがあると思

います。フランス主ドイツのそれはよいコントラ

ストをなしていて、住警やtw服のデザインでもフ

ランスはやわらかできれいであるが、ドイツは現

質的で科皐的 1: 深〈っきつめている。住居のつ〈

りにもその差が現われています。 t: からウヰーン

のものはその中聞をとっているとも云えます。暖

房の妓置ですが日本の家屋に入つての皇室さは ?J

和田 「火鉢t ' : : けでは身樟全開が温まりません。

何かよい方法がありますまいか ?_l

司禽 r或る意味でよいのはオンドル式のもので

:IJ シ

しよう。滅洲では坑主いって、外で火をにき』集合

の下を温めます。ロシアのペ戸チカは壁を温め

る。壁の表面温度主衣服の表面温度とが約 10

0

以

上の挙がなければ塁突きを感じない。近頃の新建築

物にはこの理論から幅射朔暖房〈パネルヒーテイ

ング) が使用され、床や天井にパイプを蛇行して埋

め込み、湯やスチームを過して温める方法です。

これ? ゴとを:を開けても風がなりれば寒〈はありま

せん。非常に衛生的です。スト F ヴは僅が漏れ撲

が立って部屋を舵かすので喉を悪〈するから湯気

をこしらえねばならない。今後は壁や床を温める

幅射暖房がよいと思います。北海道大皐の中谷先

生の宅はうま〈出来Tこデサ. インによる耐寒住宅で

す。中火に煤突を置きその殺菌が周囲の室に面し

ているのです。一種のペーチカなのです。オ ン ド

J レは毎年ほ bかえ して掃除せなげればならないの

で日本の住宅では一寸困るでしょう。ドイツのカ

ツフエルは壁の一隅に煉瓦を積 ん に幅射暖房で

す」



漏問 「折角部屋を暖めても黙が外観1に逃げない

ように壁の侠置をよ〈しなげればいげませんね J

司曾 「幅射熱の温度の感じは室然の温度とちが

って、多少の換気にはこ? こえません。ぞの代れこ

表面温度の低いコンクリ ートの肢は木や土の壁の

部屋よりも怨いわりです。コンクリ戸ト壁が入聞

の皮膚の温度を幅射作用によって奪うので底冷え

するからです。暖房については考える事が多いで

すね。経済の問題があり、叉費用の掛からぬ方法

を考えねばならない。又一町内が協力し暖房や風

呂場乞こしらえ電無税濯機を使うようにすること

も考えられることです。イ旦し町内共向の炊事場は

無理でしょうね。台所の問題、生活の仕方につい

ては乞うでしょう」

掘 JII i 台所の棚の寸法を工夫して見まし? こ。材

料は竹です。窓、には虫除げの網を張りまし? こ。叉

洗濯は町内共同でもよいのですが家庭で使う洗濯

台が欲しいと思います。毎日する仕事の中でも忘

れられています。坐ってするタライは過努を伴い

ます」

司禽 「タウト夫人が言われていますが、日本人

は毎: 日樟換をしている。即ち健所や居間で坐つ fこ

り立つ? こりしているからーーし ( 笑援〉叉、タ

ライはエネルギーの消耗がひざ' い k 言われていま

す。皆さんは腰かけて洗濯し? こことがありますか

?  J  

摘川 「ありません。ガが入らないので立ってし

ます」

司曾 「私の考えですが、日本の住宅は際問1:; ち

りで寸が、外は棉炭されていないし、風が吹〈と

挟ぽ〈すぐ砂が 溜 れ そ こ に 主 婦 の 努力の無駄を

生じます。被服に関係することですが、撲が生地

を傷める主恩います。建て附りをよ〈し防塵装置

をし fこいものです。その結洋風の室であればその

被害は少い。叉疲台がよいか、床の上に疲るのが

よいか。ぜう思いますか? 。不良の寝台はスプリ

ングの開係で動< 1 こぴにピンピンして背中に響き

嬢にい、ものです。叉、検は床上 1 尺の所までが

多いものです 。 ぞれに癌台を置くと場所が狭 t な

るじらで緩台を折昼みにして皇室の中にしまうことも

行われています|

吉田 「縫合の問題ですが昼のよに熊台を置いて

綬ると壌がfこまらないが、釜の上で直かに寝る E

撲が? こまれ叉床の間等に挨が? こまりますので縫

合生活の方がよいと思います」

川村 「矢張り洋風生活をしていても茶室があれ

ばよいと思います」

司禽 「ではお話を茶室え移しましょう。貸女は

やって居られますか ? J

全員

川村 「圏蝿複み ＱＺｾ 、に掘つであるのは茶室とし

て使わぬ場合は矩雄代りに使えると思います」

司曾 「洋式で茶をする矛盾を感じませんか ?J

大門 「洋式生活 t 茶をする矛盾はこ窓生活の問

題fごと思います。洋式生活 .e e こまでマッチさす

か、叉生活に k り入れるかという事に問題がある

と思いますJ

司書r i外の方で今までの事以外に何かありませ

んか LI

阿部 「間取りの k きの暮し方ですが、押入れの

問題を考えます。今のところ押入れば整理きれて

いないで只1:; 物をほり込tr1:; げです。寸法という

ものを考えてデーターを取り無駄乞なくしにら、

取り付げの戸棚がとれると恩います」

白木 〈後亥lJ 参合) i ともかくこ窓生活を考慮し

て性宅を芳香えなりればならないでしょう J

井上 「茶設や りヴイングル戸ムを犠: 聞に使い泊

り柊の幾重厳にも使つ? こらい、と思います」

白木 「お茶のことですが、日常生活に入って居

ないと思いますね」

ー丸 「生活儀式には影響しませんね」

園田 「しかし日常の挨拶、臨聖母は茶によって毅

饗される所が多いと思います」

白木 「その結で生活核式に入ってきますね」

司禽 「茶の本嘗の精神でやっていない、形式1 " :

げを民似ている 1: ( 1 なのが多いようですね。もう

時間も返〈なりましTこから、この濯で終り? ごいと

思います。長時間に ] [ 9 色キと御意見を伺い多大

の牧磁をf 得ま し? 二事をお糟申します。皆さん御管

事事さまでした。( 終) ( 交官費叡者)

貧 民 窟

日本の街はどこへ行っても貧民窟のようである。

( I 外人の見た日本」より)
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わ が 濃 の 住 宅 散 策 の 基 本 薬 品

現在、住宅問題は非常に明治しているが、他方

では、木材、セメント、 鍛鍋なぜの建築資材が飴

り、土建業者は購買力の低下によって殆んさ' 仕事

がない飲態である 。

これは、今迄の持内閣、ことに現吉田内閣が買

排的な潤占資本fごげを利益して、動努者の生活と

日本産業の復興の? こめに作J ら努力しないばかり

か、却って、これを破壊する政策をとってきに結

果 に他ならない。

このような情勢では、住宅 の政策ｾ樹てること

よりも、政策を賓行することが先決であり、この

7こめには、人民の生活と日本の産業の復興を賓行

し得る人民的な 持政黛と民主的諸圏韓が提携して

政僚をと握れその政策を貰行すること が先決であ

る。現在のような僚件では、人民的な 政府の下で

の、住宅問題の解決はかえって容易であ り、叉こ

の前提がなりれば解決の途は望み得ない。

このような前徒になったうえで、現在の伎宅問

題の要慰をま t めると弐のようになる。

( 1 )  住宅の桓轡的不足と老朽化。

( 2 )  不足紋態の甚しい不均衡

(  3 )  生計費中、住宅費にふりむ げる官余裕が非常

に低下して L、る。

( 4 う 市街地が地主資本に専有されて、その合理

的使用ができない。

従って、第一に一切の勤努者に健康で文化的な

住宅を保障しなければならない。住宅問題の根本

的な解決は先づ家 を建てることで あり 、これを安

〈勤努者に供給することである。鞍 1だや災害で数

百寓戸の住宅が不足しているにも拘らす¥政府は

ぞの受任を殆んぎサボって、大部分民間の建設に

まっているが、この民間の建設も大部分が費本家

やブミヤミ業者のものであり、 しかもそれすら最近

では建ちかf こが減ってきている。わ が集 lまA; づ、

勤害事者の住宅の髄立を主張する。

34 

日 本 共 産 祭 料 率 技 術 部

第二に、超大邸宅、遊休建築が依然と して祷っ

ていることが注目される。厚生省の佐藤博士の調

奈によれば、一般に復興しつつある住宅で、一入

賞り 三墨以下という住居水準が八0 %を占めてい

る1::" もかかわらす¥大邸宅地域では一入賞 り三昼

以上のものが二二% に逮している紋態で. し、かに

飴裕{ 宇宅の解放 をサボっているかがわかる。わが

践はこれら超大邸宅を積極的に解放し、これを人

民によって管理することを主張する。これによっ

て大資本家も人民とともに住宅難の勿賞さを瞳騎

し、その建設に協力するだろう。術起大邸宅 lこ劃

する高度累進課税を併用ーする必要がある。

第三に、過去には、生計費の一五一一二0 %を

占めていた住居費が、現家は四% にすぎない。こ

の事賓は勤努者の生活費の中で、住居費に見込u '

部分が極めて少い程の低賃銀が支挽われているこ

と左示している。このような低賃銀と度期資金の

不足とは、動勢者住宅の建設を不可能にし、その

結果312犬な擢利金を生なようになっ? こ。この影響

を最も，l i ¥< 受りるも のが勤努君ぎであり、そ の最大

の原閃が政府の低賃銀政策であ るから、これ lこ到

しでは嘗然に、闘家の資任と負携によって住宅が

大量に建設され、しかもそれが勤努者の生計費で

賄える家賃で貸輿されねばならない。

この財源は、インフレ利得者、大資本家、大ヤ

ミ屋からの税牧又は低利債券引受なぜによれそ

の配分及管理は動勢者が組織的に参加している民

主的な機関に任すべきであ る。

これは、前述の住宅解放をも行う組織として住

宅委員合を設りる ことそ主張する。委員舎には、

需要者としての勤努者組織の代表、供給者として

の建設工業開穂、官躍。及専門技術家主力; 参加す

る。これは主 Ｑ ＱｬｬｩＱ｛ｾＺに設け 、ぞ の均ＡＮ｝￰の紋況を調芥

[_ ，、さの貰情を明 か に し て お し こ れ は 都 道府賂

の伎宅委員舎 によって線括され、その判定に碁い



て爾家が徐裕住宅に所宥穣を設定し、入居者を決

定、或は図湾住宅の配分を決定す る。

更に、者I l 道府席: イ主宅委員 舎は、全閣を敷地方に

分割l し? こ地方イ主宅委主員舎で線拐し、行政官4聴はそ

の指示に従って建設を宣行する。

わが鉱は臓と図家の負搬によって建設を行い、

人民によって問分することを主強する。

住宅を個キの勤努若の所苦言にすることは佐宅費

の変質的な負橡を全部勤務者に押しつり、重量銀中

の住居費部分f: げ寅質賃銀が減ることになって、

結局勤勢者に不利であり、プルヨジア的な政策で

あるからわが球は反到する。

住宅組合による建設波は分譲も、その住居の負

機が貸家に比べて資質的に大きくなるので、これ

も結局勤勢者の負携とならさ' るをと得ない。従って

住居のような家本的な生活手段は 、関家によって

整備さるべきである。

第四に、現在の住居水準が以上 の原因によ っ て

非常に低〈押し止められている ので、今後建てら

れるものも、この水準で考えられており、例えば

現殺の公営住宅もその一戸嘗りの面積が七・五一

一O 坪程度のもので、多家族の勤害事者に首然必要

な面積には遥かに及ばない紋態である。

叉給排水 Tよ・5 の 設 備 も わ る し 居 住 者 以 衛 生 上

の危険に癒えすもさらされている。ぞの上に過草野性

l去によって日常の生活に及ぼす管痛は甚しい。

わが諒は、一切の勤努煮にその家族撒に臨じTこ

大きさの住宅を輿えることを主張する。叉基本的

な設備、給排水、 iを火‘ 何所は完全でなければな

らない。

筒、建設は集開化して 托児所、保育所、静療

所、配給所なぱの共同施設を完備し、さを瞳としで

合理的な面積の節約を計る止うにするとともに、

特に主婦の解放と子供の完全な保育に注意しなけ

ればならない。

第五、に市街地の投機的所宥が計霊的な住宅建

設を阻u ' 要素となっている。これを公布にして、

休宅委員舎が管理することを主張する。筒、敷金

機利金を撤廃して、イ主宅委員重量により遁正な家賃

を決定し、老朽家屋の修理を国家或は都道府 j係の

負挽において笈行する必要がある。

第六に、民間建設業者の問題であるが、彼らが

lnil 去の楠民地的な、人民 lこは何らの利条1こならな

いような工事・態度t - 一掃して、動努者の? こめの建

設 に協力するならば、鉱はその事業を積極的に助

りて. これを近代的に機械化し、工場生産化する

ことを主張する。

この際資材、資金その他の配分は住宅委員会の

下に行われな η ればならない。

最後に不動産取得税その他の建設を阻容する一

切の大衆課院と悪法は以上の基本方針に反するか

ら、これをー撒陵してむしろ大衆の購買力をふやす

ことによって住宅建設を容易する事を主張する。

一 ・ 一

技 術 部 と 管 工 事 部 曾

( 日月 16 日正午- 2 時 於 清 交 紅 }

音量密政氏外被術部員今西安衛氏外管工部計13名曾合大

和常務理事司舎、意見交換後爾者が将来の復興に善置す

べき事共懇殺し有意義な曾を閉じた。

醤目諮られた主なる音量震は、管エ関係資材 ｉｾ 敵前の約

7 0 %程度に復している 。技術面も凡其撲になってるが乍

遺憾まだ職人Ｈｾ充分という庭に至 ｩｪ つてない。昭和 ｬＳ 年頃

管財局の標準規穫に従ってやっていたが願時中随分無認

をしていた。一定の標準がほしい。設計には管工事箇の

スペースを充分考慮すべきである。施工に賞つては綜合

より離すべきが本嘗である。アメリカ ｉｾ プ受マーが相醤

需要観され叉継威もある。文化の向上と共に復興日本に

於いてはプラマーは: nUl 専の地位にあり一層の努力と勉強

が必要であり、叉工員のき量成も倉: 務である。然して附特

工事と云号事を脱却せねばならぬ。樹時間に就いては充

分な検査と厳格な監督の下に良い施工をし技術の向上を

期する事。業者は衛生施設の寛大性英他につき宜停する

要があり、叉立振な仕様聖書や叉四曾漣合でやってる様な

工事椅負規程等も一定の長いものを作成する等 A でつあ

たが、最後に経費面等恕談し相互非常に利ずる所があっ

たので、今後も止 ｴ 催しを時 ｫｾ 費ける事Ａこした。

… ・" 基礎
杭...... . …

ペ デ ス タ ル 基 礎 枕

太 洋 組 株 式 曾 祉

大阪市北区絹笠町堂ピル 3 階

電 話 堀 川 ③ 1820. 951番

- ー+- 0トー・
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木 村 寛 ー さ ん を 偲 ぶ

木村さんが去年の暁れ霜の一夜に夢の如〈去ら

れてから早〈も 2 ヶ月を迎え? こが、苔# は愛慕の

念禁じ縫いものがあち宥志相計り、去る 1 月24日

同氏の命日を期して故人にゆかりのあつに市内高

盟橋吉兆別邸で想出の舎を催し? こ。官日は協舎の

合動委員を中心に故人に縁故の深い方寸に案内し

たが支障の方もあって合する者10除名であっ fこ。

山本義樹氏司舎で座談4 " 終り民口惜夫氏謡曲百寓

の内笹の段を謡ひ弔意を表しfこが、更に問京の若

かりし頃の= ツクネイム 4こもぢって貫一お宮を唄

う事を申合せ、一向感慨無量の穏に熱海の海岸の

一節を低唱し冥稽を車Tf っ? こ。主主にその語り草の概

要と営日不参の方から寄せられた短信を誌し同君

の想出の記とし? こ b ( 本記li 順序不同。紙聞の都合

上A 複の慰劉除。或l主婦絡などした事と文責担者にふる

事を諒せられたい。( 山本記)

火鉢園んで貫- ; l : -，，- 常を唱ひけり

誇り終るや梅の脊: ｾ の 芳しし

-・ ・・ -・・・・・・・....・.・・・・・・・ ・・・・ .・・・・・・..・...........................

中西六郎氏〈同叡〉本村君は大i [ 12年の早大出身

で同期であった自分は大阪市に就職、木村君は

官時農人橋の橋本組に入粧し? こ。感生時代は寛

ちゃんのニツクネ戸ムで皆から愛されていた。

枇舎に同てからも自分は貫ちゃん式でザツクパ

ランの交際をしたが、震ちゃんはなかなか左に

非らす・で融業意識と云うか誠に可重な言葉と謹

厳な態度で膝射され柳か商喰った k 云う欣態で

もあっ 7こ。宗毅は併殺かクリストかご叉の様

t: つ? こが此間飼いに御穂先えには七七日取越しと

あり悌教が本家かとも恩つに。結婚式の時は被

舎であっ fこがクリ六トは奥さんの方が熱心で ゐ

つに稼に思う。皐生時代から物を考 え過ぎる方

で試験の時なぜ前年の問題をグンネンに研究し

7こり相官無にしてい t: 。叉木村組を合紅にす る

時も非常に考慮してい? こ。死期を早め fこの もー
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商こうしfこ考えすぎも繭し? こ? ないかと思う.

悠鷲のホン敷日前或る事でワザワザ電話して*

Tこがあれが最後主は想わなかっオこ。道楽も飴り

なかった様? ゴ。本人とは誠に親交探かつ Tこが今

にして想えば家庭的・に大祭不義理が多〈申誇な

〈感じている。術告別式の時は折悪し〈問分の

方の電車がストで漆念ながら参列叶す・日宅から

遥拝するなぜ' 全く失睡し? こ。本j需は例l夫人にお

謹したら; w - 索の無沙汰や何かと心からお詫び申

上げ? こいと考えていた次第である。

志杭正次氏〈合員〉木村組創立嘗時からの知己で

あっfこが舎勢舎で一層懇意にして頂い? こ。何時

も世話 になる計りで申請な〈想っていにのに、

念、に亡くなられ誠に建念に耐えない。官J 曾が御

堂.筋に舎館設置すると云う時の問題なさ' とても

熱心であった。貨に惜しい方であった。

竹腰健造氏( 曾長〕朗かな太っ腹の方と怒ってい

にのに、・ H ・H ・- ・ホントに意外であっ? こ。協舎の

ま号めには絡始御熱心で常に感謝 k 感滋の念に充

ちていに。恐ら〈自分の任期中あの位舎喜怒琵展

に御寮カされ7こ: 方はうt す・7ょいと言つでも過言で

ないf ごろう。今にして想へば御生前何かの御相

談でもあったら多少でも御力になる事があっ? こ

のでないかと忽にもつかぬ事を恩うのである。

何等酬ゆる事も出来す' 甚・r: 申 韓 な い 次 第 で あ

る。これと言うも稀に見る精神的人格者であっ

? こからと考える。言葉はおかしいが今少し人が

惑かつ? こならなさ' 湾える。何れにしても惜しい

仁であつにし、協舎としても大きな損筈である

と思う。

山本義樹氏〈合員〉種々の事情と多忙でつい去年

夏頃から疎遠になってい fこが、何事も熱心な人

t: った。遊ぶ事もトコトン迄行〈人? 三つ fこと思

う。叉普通に見ちれぬ人格、容姿、言語さ' の斡

か ら見ても一般男女共に好かれる素質の持ち主

t: った。チヤランポランを言う事の出来ない誰

からも釘J尽を持? これる A であっ? こ。

山田芳夫氏( 知己〉自分は理苦言師で職業柄随分知

:s の士とも面識が多いが‘ 自分の性質として威

張屋ば大嫌いで床屋なさ Ｇ 呼ｾ人には一遍にお断

ｾ＠ l : 言う職業入として抑か痩人の郊に渇する者

t 自信している 6 木村さんはとても可嘩な方で



吾キにもさん附。され又依行され? 二時なさ何かと

土産物を頂〈なぜとても視切な細い所に気の着

〈よい紳士でしfこ。そんな閲係で少しは建築の

位話もしたが少しばかりの自分の家を遠慮、して

頼まなかっ 7こ時は柳か、r . E I l 焦嫌が思かつに様1:

つ? こ。木付さんは別にぎ訟の事なざ深〈考えてな

かっ? こ様てが… . . 又鳥取支庖出張の時お伴し世

話になった事もあるが、一商フトなぜせられお

繋も相嘗のものてっ? こ。又ゃっし屋の方で街l承

知のお、に一寸髪の1合喜子も異ってゐ? こ。 7 自由、10

日目に は必す. * られ? こ。最近布、の型は古いので

息子の方がお好1: ったと思う。ともか t 信頼 し

ていたのに意外の台、逝で技念に? こえない。

掘ロ亀吉氏〈合員〉科は臭うが同窓の知己? こった

が、協合、会掛合でその熱心、といつも馳をにな

りお挫する事: も出来なくなっ fこ事が申謹ないと

思う。いつも紳士的態度で常に敬服していに。

あの忙しい中を奈良の見撃の時馳せつげられな

ぎ今に眼に干支ってる。話はズツト古いが橋本組

時代に面曾に行き前後 4 時間待され? こ事があ

る。後で貨はスツカリ忘れて外出しに献にスマ

ンスマンと其責任を感じられ長〈 黙に しておら

れ爾来一唐懇意に願つに。再ひe お目 にかかる事

が昨今誠に淋しい限りである。

中野順次郎氏〈合員〉欠鮎ωなレ国滅家‘ そして

理胞を言わね、愛嬬、自習感の良い、盤がよ し、史

に身ーだしなみのよい、気持カ・ら *1こいやみのな

い艶いおしゃれであっ fこ。一面挨拶が上手で順

序1: つfこ周到な無駄のな い而 も可. 重な賓に甘い

ものだっ fこ0 ・和歌山支部設足打合の時淡輪で相

方萄志舎合の時なぎの挨拶は会〈感服 しfこ。又

非常な親切家で人の世話もよ〈されにロ

野 中 駒 市 民 ( 舎員) ー菌から考えると損な人で

もあっ7こ。夫は島の内署で或委員同志であっ? こ

時何かi面倒が起ると一人で東奔西走物主題める

と云う 管努人で あっ Tこ。例の大谷命館 と協合問

題も l当分 j); 織道の方を連絡 し? こが訟に艇らなか

っにω めの時も木村さんは_ - ) j l j . らぬ官心 され

? こ。又小唄や義太なざ上手で謹能人であっ 7こ。

昆ロ憧夫氏〈舎員〉言わんとする所は大方話され

殆ぜ同感で何にもない。自分も此の舎勢委員で

知過を得て常に心服してい に一人でゐる 。将来

益々指導して民さ Iこし、と 念じて いたのに氷速の

お別れとなりさをく夢の僚で只# 人生朝箆の感で

胸- ; j ; f 、である。

中尾保氏( 皐友〉木村君は越中 の人無 者? ごった。

お宮貫ーに通じて貫ちゃんと云うニツクネイム

は飴りにも有名にった。剰唖な中に非常な民面

目な 青年であっ fこ。時々うぜんやで一杯やって

る月I i を見受t 1 1こ中何君に酒はパーかおでんやで

飲むんに こんな所で容なヤボな奴があるかと雪

われでも 、い やこれが一番僕の繁み? ゴと言って

依'然 としてうぜんやで飲んだ、自分も貫ーさん

に詞三おとって貰つに。木村賓の忠出は津山あ

るが何にしてもまじめ、九幌国な性格は却で同

君に摘し? こと見える、惜しL 、事をした。建築界

の大損害である。連閃は腸す る所現下の枇舎情

勢、政治の貧困に在る とも言える。建築界も反

省 し同君の死を して無意識に終 らさぬ様 しTこい

ものである。

底野貞一氏〈知己〉木村さ んの結婚式に参列 して

から脱涯となっ fこ、それは奥さんが事院第一回

卒業生であったからである 。英後ゆ〈りな〈も

あや。め池協舎の援助で 出来Tこあの厚生住宅地で

隣組となり 一層親し〈なった。文柴や又中座の

柿茸落の招待や其他食合によ〈拐かれ、紫ませ

て頂い 1: 事なピ一瞬の夢となっ fこのは誠にかな

い、事である。氏は温厚篤賓の人格者で律義な

人であり乍ら一面ユーモアもあり、巽援で義太

も垢抜りがしていた。滋味に宮ん1: 誠に惜: しtt

ベき好紳士であった。

星 鹿 文 民 く曾員〉率窓を 出てすぐ御世話になっ

たのが上野先生ついで中間先生であっ fこ。問先

生共木{ 寸さんとは同窓で視しい間柄で其関係か

ら自分も木村さんとは特別御懇意に願ってい

1: 。想い起せば15年も前の こと、木村さん施ヱ

の肺 戸楽祭館の落成式に招かれ た時、若気の至

りこれは織骨のパラック建築ですねと言う意味

の批判 して 反っておほめ に演つに事 を記憶して

し、る。才与し、荷υ} 意見t J 、〈受入られしかも情乞

以て指導さ れていたあの温顔を思い浮べ感慨深

いものがゐる。

大和築衛氏くWJ 合事務局長〉私が協曾就織首時職

員閣の茶話に協曾の三人男ｾ謹ぴ一同激賞将来
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の大成を期待したのは. 嘗 l博大林組替業部長吉 したが‘ 中には随分迷惑かげ$ 語ない事件が起

弁さん、設計事務所経営中Fの岡部 5 ん、橋本組 った場合も ゐんたの罪でな L '  ，1 : 許されたり、

管業部長木村さんのご主 人 で ゐ つ に 。 三 脊 共 存 fnj)事乞頼んでも快〈引受けられ、いつ行つでも

姿、韓艦、国湖親切、温和の好紳士で然も協合 Ｏ Ｇ ｴ しい呼 ｉｾ 協舎の＿こめ直に引見された。砲 ｉ 時中
に非常な熱心家でめった事: も亦職員に到する忠 協舎が朝日から一部退出しを i食った時は、備品

いやりの深かった知も之又期せす' して三者共;..'Ti 闘警の疎開先に困った時一諾、同祉の寮と倉庫

の持主でもあっ i: 。更に私個人的にも奇しき閃 に頂られ f二時は犬費助かり、核時中、協舎が出

織で三人の方には非常な街 ｬ 世話と斜 ｬ 愛撫ｾ願つ 雲大 ｊ 社狭行の時、鳥取支底から一同に大捜なｾ

Tこ。英後吉井さんはアメリカから蹄られて聞も { ピスを受け fごり、委員長時代、合合度 lこいつ

なく放行中念病で倒れられ. 岡部さんは絵鞍直 も何かと自併で接待されたり、教え上げれぱ限

後の越しい中に亡〈なられ誠に淋しく感じてい りなく只キ感謝の‘二字で一杯である。本支庖祉

? こが、又最後の一人として居られてし、 fこ木 l寸さ 内には必す叩中棚を設け出入時は諮がし、ても必十

んは公私共に深〈額りとしていた丈に同氏を失 民銅な態度で拝さ れ 同席の者が恩わす' 身のし

つ に 事 は 異 に 挙 中 の 珠 を さ ら わ れ た 心 地 で あ まるを費える位で市申悌の御信仰も強かったのに

る。言1・報を耳にした時思わす・も「慈父に別れし … … 曜、世は夢か幻かの感が深い。

想抱〈や年の既」を駄匂ったのは蛍時の私の賞 弔旬 小平交の嵐に犬輸の菊散らしげり

感であった。想えば長い聞に!吐員も 10鉄人紹介 年の瀬や慈父に別れて如何にせん

- . . . . - v- . . . 一、~ー~、戸. . . . . _一、~ー『均一"""^""一日》ーー》、戸ー凶戸圃_. . _ . . . . . . ，ー園、，. . _、

最涯アメリカの硝子ブロック施工方法 l己

就いて

裕子プロヅグが積上げ縮工後に於いて被拐する場合の

あることは私共の一番悩む課題でありましたが、絶到に

: i l i いまで信額度を高めようと苦心を挽ってま急りました

慮、アメロヵの閣情書を議礎とし、之れに20年の怨訟を

生かして結諭を得ましたものを下闘の闘聞に設しまし

た。尤も 1 個 1 個 ー

の嫡子プロツグの

周側面に r 11- ミエ

ユーム鍍金、ゴム

アスベス塗籾を

0. 5孫以上塗附し、

セメ j ト1 、砂 4

の割合のモルタル

にて積上げる方法

であります。

以上を要約致し

ますと、如何にェ

ヲグスノ《〆シヨ〆

. ジョイノトが般

Ul 防止の決定的な

要素であると云う

ことに鐙きると云

えます。

もEr ，に山'-./ n o. v 5TI UP

GI . A$S  'F' IBE. R  

RAT1_ U M  TI GHr  

& NT PL4TE 

CALKf NG 

( 防止の方法) 硝子の伸縮に裂してエヅグスパ r γ ョ

ノ・ジョイ Y トを設けることであり、プリズム純子の周

側面にアルミ= ユーム主主金をなし剥射殺線を反射さしF骨

子E置に黙の吸牧を防止し、之れにエツグスバ j ダヨ j 塗

料を ＰＮＵＥ 程度を塗附し、上面より約 ＱｾＵ｣ｭ を残してヨ

〆グリートスラプに打ち込み、重量された硝子の部分に務

餓板の 9 ＺＯグを鍬めて目地仕上げなしたる後リ〆グをｾ

除き生じたる胤ｾにゴムエマルジヨ〆を突っ込んで仕』ニ

げます。

3a 

( コンクリートスラブ) じ直打する( ベブメ

ント) 硝子の被損防止の方法に就いて

破損の駅ｾＨペプメ〆トＩ硝子の表面上より約 ｚ｣ｭ の深

部までに於いて周園部より中心部に肉って濠妖に貝殺状

態を墨ずる亀裂を生じて之れが脆離に破損するものなり

( 原因) 碕子治: 兵} 伏なる熱度を吸牧せる場合異扶饗( f : j

をする総1' 1 硝子が粘調性扶態より脆弱性の周践に鈎移す

ることでられこの際に膨殺を伴い、 1 mの長さに到し

て膨E慢する長さを%で表はそぼ下記の湿りであります。

l  滋度筋商 0
0

I  a  I  J n  %  I  

9. 7- 13. 1 

13. 1- 102. 8 

102. 8- 182. 5 

182. 5- 252. 8 

7. 43x10- 6 

6. 64x 。

5. 10x ' 1 

1. 65x ' 1 

0. 671 

0. 770 

1. 176 

1. 294 

ーー ＺｾＺ ［Ｎ［Ｎ＾ ［ ｾ＠ ・: ，，;}:' :';
li l. : '  ..，..... ... .  

・・p ・

向。

o  ｾ＠ 0 ， 

、1・

.  C) "  :  U  

.。町

ー-ー--_..._ー・・.

との伸長率も d と温度との関係は 21) - 500
0

に於いて

ｾｴ］ＰＮＷＷ Ｑｬ＠ Ｈ，ｾーＩ +0. 02f l 6 (  ，ｾー Ｉｾｭ 匁ＨペフソントＩ
10; ) '  _ ._  ' l OU" " ，m ，- - - - . ， 

精子が膨股して周間部の( : l  : / グリート) を医迫して( : 2

Y クリート) の抵抗に逢い亀裂を生じ里町綾的な節電車を受

け亀裂から縦脆に移行するものなり。



名古箆1甘瑞穂J i I I l J l ! 祭町 八

寸目

71<野建設株 式 会最土

名古屋市住宅都建築課

水野建設株 式 会置土

昭和124年 9 月25 日

木法平家建屋根2青色l享型

ス レ ー ト 葺

15坪

腰竪初日板張防腐剤塗其

他 自 漆 喰 塗

八帖砂壁其イ也鼠色大脅皇室

天井は総て棒縁天井

本住宅は名古屋市制大干周年を

記念して計聾された分自由住宅二

十戸 の うちの一戸であります。

限られた激算と期間内で醤時と

して は相替の無理をして約ーヶ

月とい う短期間に設計施工しま

した ので不備な結が多々あり愛

す。筋工( r ( 無理をしたので若干

遁惨な点もあるが設備は大体に

完備したものと信じております

制

理

工

坊

治

波

監

施

段

構

規模

外装

内袋

[tjf在

ー一ー←ー一ー寸- -ー+ーーー→『

釜

所

卒面図解説

1  :1i: 関 6 浴

2 入 帖 7 便

3 大 帖i ^ 床

4 三 帖 B 押 入

5 炊 事 場 C 流 シ

D  也〈ガス設備ニロl > ，，) 

E 洗 面 所

B  

B  
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名古屋市東軍白壁町

田本建設産業株式会最土名古屋支庖建築

課

会 上

竹中工務応名古J患支底

昭和23年 12月

木造平家主主 日本瓦奪

建築商積 30坪

リシン掻 落 シ仕 上

感度ー 大聖書 - . : : : ; . . . キ小叩キ仕上

天井 ジシ ヰ 竹漆 喰ハ ミ 出 仕 上

床寄木則i

天井二蓋魁縁4事後天井、

皇皇民，翠京錆

和l式客 間

所 在

設 計

理

工

功

造

検

装

装

監

施

仙

駅

構

親

外

内

慾

慾

入

欄

欄

間

間

入

γ

合

ド

銭

入

洗

fl )  

喧2

y

g

v

商

品

開

問

押

脇

出

仲

出

仲

搾

ナ

粗

利

カ

洗

物

手

A

B

C

D

E

F

U

U

H

-

-

g

L

M

 

玄 関

関 関

廃 接 室

居 室 八 鮪

居* 六中(j

居 室 六 帖

台 所

浴 室

股 衣 笠

女 中 室

便 所

テ ラ ス

4

・
“"

A

弓

d

d

，k

d

H

H

W

H

d

Q

U

Q

U

A

υ

、

ょ

の

a

噌

ム

可

ム

噌

A
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津島市向島中ノ町

篠田)11ロ建築事務所

問 主

直 苦手

昭和2l 年 5 月 工事中

木議日本瓦菱 、 ｾ家 Ｑ 部 Ｒ 階建

1 階、 12必p615 2 階2問 ;875 合計14G坪4DO

［［ｴＮ［Ｚ家 、 債整式摂 Ｑ 苦 ￟ｾｾ 目板砧り黒漆喰設り

区民接室、大箆式ハーフテイユノパーモ J l- ，ル i'1i V

仕上げ

ポーチ、 F巨大潔石モザイタ貼リ手摺及段石1' 1慢

御影

土品{ ば高 [) J<吹斗瓦E貧ミ目 t也白淡喰tt : 上ゲ

内袋限ｾｾ ｆ， 京寄木 ｦｴｴｩ リ盤、壁 ｾｊ｜ 貼り夫弁砂壁仕上ゲ

1 . 表。 門 12. 苓 ノ 問 23. 物 資

2・3侵 玄 闘 13. 炊 事 場 24.  • 門

3. 取 次 14.  ｉ 乙料ｾ 2o. ド 部 室

4.  !¥!J i 接 室 15. 浴 宰 2(). 物 置

ｾＵＮ 主人窓 16・ボイラ一室 27. 待 合

ＶＮ 谷間 ＱＷ Ｎ 茶席 Ｒ ，ＧｾＮポーチ

7. 仰 問 18. 軍基庖数 2D. 水 泉

8. 主 婦 蜜 19. 阪 30. 土 塀

! 1 . 内玄関 20. 蹴 前

10. 琢 次 21 . 水 屋

11. 女 中 室 22 . 総 ν 座敷
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定

地 下 澄

サ イ ν ν 塔

路

ド

生

場

時

開

: /  

呑

ｾ＠

池

ス

芝

氷

水

A.  

B.  

C.  

D.  

E.  

G.  

H.  

F .  

審

本 部 復 員 室

鍛 骨 ス タ ν ド

管 理 事 務 所

週 手 温 室

自 問 車 置 場

者 寄 祭 事 置 易

物 置

時 計 主 義

ポ ν プｾ

所宇E11 • 

••. 0

A

。o

a安

噌

'

A

唱

E

A

噌

E

A

15. 

16 • 

•••. 円

4

n

o

n

u

n
リ

Y

A

V

A

3

・‘。
a

正門人弱券賀場

車 線 費 場

挽 戻 所

便 所

手 荷 物 額 所

休 潤 所

北門入場ｾ寅場

資 底

選 手 便 所

溜 手 溜

1. 

•••• 0

A
M

内

A

d

官

民

U

7. 

8. 

9. 

10. 

6. 

名古屋市中村直中村公園磁

地内

名古尾市復興局建築部

名古屋市復興関連築部

大称組名古履安j苫

昭和24年10月羽田

木溢屋根県型ス ν ートｾ一

部豆鉛鍛板豊富z p; 善良l I t

建築面積 639坪6合5勺

延面積 639坪6合5勺

板E震りベ γ キ望書及グ ν ォソ

ートmり

天井上塁走プラス F ーボード

張り腹壁竪羽目絞損り

在

計

四

時

ヱ

功

油

国

裟

機

所

設

監

施

竣

構

規

外
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総

本 部 佼 員 室

選 手 休 憩 所

E黄 酸 機 鍛 球

選 手 休 憩 室

附 嵐 便 所

所字。

-

-

-

-

-

e

L

0

4
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み

d

3

n
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所在名古犀市中村医烏森町大字五反畑

隠ミ雇員語両:荷台||

地内

設計名古屋市復興局建築部

E監 理 向 上

施工株式曾紅三浦ｾＡｬ

竣 工 昭 和24年 8 月13目

持軍澄 木 浩 厚 製 ス ν ート芸事 2 階建

規 僕 1 階 3B<l . 82坪 2 階 258. u2坪

合計 592. 34坪

外皇室獄羽目板張リクレオソート塗り

一部室主耳目板E裏目ぺ Y キ塗り、小

壁、磨子天井モル !il J 'v 漆喰塗り仕上

内援床槍機甲板張リ 腰E貧弱目桓張リ

艶漆喰塗り ヲモ井折上天井

( 特製事項)

南はー! 広劃を於いて従来の繁しい街遣

に至り、北は直路を隔て L 高等感校に、

聞は計郡高架路線に按ずる狭い校地では

あるが. 東l士老績の茂る公園預定地に篠

するので将来はこれも校地のー・郊である

と言った考えを持ち「自然」と云う設計

課題とした。鰍て卒爾計! . ' i であるが、先

ず公闘を鰐て校門に至ることは貨に清々

しいものであるから、主門を東にした。

この事が自ら管海室関係の位置を決定し

た、従って教室の配置を決定されて行っ

て、偶々嘗初より望んだ飽まで児童中心

主義のz p : 閣が出来上った。 2 階を高準年

}こ 1 筒! ' ; ) : 低謬年を牧用するZ習は固より、

特}こ H 昔l土問、東側に荻室の一部と見な

す「テレス」とし開放的に取扱い突音型的

の事政災害時の逃避を考慮した。との事

が又「ググテイピテイ 、カリキユ ラム」

に効果的な結果を得ると思う。筒、ｾ算

の都合で南の教室二. つが削除されたとと

は箆念なととであった。

平 面 図 説 明

1 . ポーチ 7. 脆衣室 A 小 使 室

2. 玄 関 8. 宿直室 B 湯 沸 勾

3. 隠接室 9. 研究室 C 給 食 所

4. 職員察 10. ロピー D 物 置

5. 教 室 E 使 所

6. 衛生室 F 波 リ 廊 下

G 池2え足洗場
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三? 空軍軍四日市市千援町 施 工 大林Al ' f 名古屋支底

日木建設蓬策株式曾舵名古屋支后建築線 竣 功 昭 和24年11刃

同 上 昇 事 溢 木 主 重 大 壁 謹 り

Ｑ 附 ＱＲＳＮＵＰ 坪 Ｒ 階 ＱＱＶＮＵＰ 坪康問 ＵＮＰＰ 坪合計 ＲＴＵＮＰｾ

ワイヤ{ ラス渡り色モルタル担lioi 写L 仕上、窓上げスチー ルサッシユ

床橋線甲板張り、鐙漆喰塗り、原油性ペ Y キmり及びベニヤ板張り、穴弁漆喰mり及び 7・ラスターボード

強り水性ペソキ np iき仕上げ

四日市港に商する元四日市商工曾務所( 昭和 5 年竣功) の建物を濁態をとどめぬ程大改塗L たものでv 屋

上は陸屋根とし屋上よりは四日市港を一理におさめてゐる。 ! ) mm厚4/ ｘＴＧ を窓ｽと使用し其他硝子をｾ常

に多く使用している。
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各 曾 記 録 昭 和 二 十 四 年 度

($ 息合、符務員曾、理事食、部禽、各委負禽)

綿 曾

臨時l槽曾

巧月 24R 大林m講 紫 出 席 者 2 名

l昭和23年度決算報告・・・・・・・・・承認

昭和 ｾＴ 年度牧変預算の件…・…ー・原案承認

顧問機潟に闘する件…・・…. t ¥t t 間賞氏外10氏推薦承認

遇常綿曾

1 月27日 大阪重量殺曾官官 出席者i lHl 名、 672口( 委任

扶共)

1. ¥i i 事及び評務員選書留… … .11在事 1 名、好喜署員24名

蛍 選 ( 別紙曾告の湿り)

1. 定欽一部興更に関する件… ・・・原案承認( 別紙曾告

の通り)

評 議 員 曾

第 1 回

5 月18日 朝 日 ピ ル 本 曾 事 務 所 出 席 者55千百( 委任絞

共)

昭和23年度決算報告・・・・・・承認

顧問推薦に関する件・・・・・・池田賓氏外10氏縫薦決定

常務理事僻任につき後任承認の件・・・… 中津誠一郎氏

僻任につき後任として醤夜長大手口被衛氏を選任決定

第 2 聞

9 月19日 朝日ピル木曾事務所 50名( 委任朕共)

議 案 第 1 競 細則一部望号更に闘する件…・・・舎費及び

入倉金値上げ承認

第 8 回

11月21 目 朝日ピル本曾事務所 44名( 委任; 伏共)

議 案 第 1 披 細 則 第12僚による評議員選出鍛決定の

件… - ・原案承認( 本部24名、兵庫4 名

京都 2 名、東海 1 名、中園 3 名、九州

2 名)

第 2 !iJ}l 定款一部鑓更に関する件… ・・原案承認

( 別紙曾告の湿り)

第 3 競 納fltl 一昔官製更の件…・・原案承認( 附則

中不必要事項削除)

理 事 曾

第 1 聞

4 月日目 児島郡木食分室竹! 康食長以 ド23名

議 事 ' i F 例日決定の件、海事曾務分掌の件、理事合申

合せの件、各委員委燭の件、春季大曾及び安部

長曾議開催の件、事正糾察官宇蛮行の件、申緩事項

強討の件、曾負設f島j

幸報t告 昭和23年耳度F決3算草並

諮幸報自世告t  

第 2 間

5 月 9 日 朝日ピノレ本食事務所大林刺曾長以下10名

重要事 顧問推薦に関する件、許議員曾主主に臨時総曾開

催の件、委員委婚の件、春季大曾並に支部長曾

銭健援の件、大阪商工曾議所主主に関西経済連合

曾入曾の件、曾員詮 衡

報 告 4 月分曾計報告英他鰭報告

第 8 回

6 月 8 目 朝日ピル本食事務所竹腰曾長以下10名

百貨事 務規程鍛討の件、地震到策委員曾より経費要求

の件、尉蜜目録承認の件、行政、災害調査各委

員曾設置の件、支部地被嬰更の件、大阪建設曾

自主僧室契約の件、職員上今期賞輿習を紛の件、曾

負詮衡

報 告 5 月分曾計報告書毛他路報告

第 4 間

7 月 8 日 朝 日 ピ ル 本 曾 事 筋 所 大 林 周l曾長以下 6 名

務 事 大阪府建築代E産業審査委員推薦の件、建設業者

議運禽大阪府委員推薦の件、大阪日々新聞批主催

展出品方の件、大丸百貨庖より展驚曾開骨量方E拘

滋の件、ユネスコ関際関番交換に関する照曾の

件、曾員詮衡

報 告 6 月分曾計報告業他務報告

第 5 間

8 月 8 日 朝日ピル本曾事務所竹腰曾長以下14名

翼運事 借隻斜値上げの件、建材t審査委員曾設置の件、

言委員委燭の件、事務局規程改亙の件、建築代理

業者受験講習曾開催の件、曾負詮衡

報告 建築と量士食蛮行日望号更報告其他諸報告

第 6 聞

9 月 8 日 朝日ピル本曾事務所竹腰曾長以下15名

議事 細則一部鑓更の係、更正予象算の件、定款改E 案

想談の件、評議員舎開催の件、事務局係長径命

の件、支出経費節約の件、舎員名簿調製の件.

曾員詮衡

報告 7 、 8 月分曾計報告美他諸報告
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第 7 iTIl  

10月8 日 朝 日ピ ル木曾珍聖書所 竹腰合長以下 7 名

議事 定欽一部襲警更の件、建材者査委員曾規程の然、

家具工事E展審査員推薦の件、合員詮衡

報告 9 月弁曾計報告英他害者報告

第 8 回

11月 8 日 朝 日ピル本舎事務所 竹膝曾長以下10名

自毒事 定ｾ望号更案決定の件、喜子務員合開催の件、食 ｊ 員

名簿調製の件、支部震度策の件、新食員募集方

策の件、入札制度問題の件、理主築E堅合長と舎合

の件、建設業審議委員再惟ｾの件、合員詮衡

報告 10月分曾計報告其他諸報告

第 9 回

12月 8 日 朝 日 ピ ル 本 曾 事 務 所 竹 腰 曾 長 以 下10名

議事木村湾事逝去の件、 定主主a!: IE字句決定の件、

窃常総合開催の件、建築都準法及ひ・建築= 士法察

官寄問事項の件、事務室暖房の件、四合連合工事

精負規程委員食の件、曾員名簿開製の件、曾員

募集の件. 司書曾函寝取次阪賓の件、禽員詮 衡、

職員昇給主主に1 t 夢見の件

報告 11月分曾計報告英他害者報告

第1 . 0 回

1 月10日 大 阪 建 設 曾 館 竹 腰 舎 長 以 下16名

積雪H 定款; F 句決定の件、創立記念日の件、大丸共催

住宅展の件、入札制度の件、創立35周年の件、

倉員詮衡

報告 12月分禽計報告英他害者報告

第 11 回

2 月 8 日 朝 日 ピ ル 木 曾 事 務 所 大 林 間 曾 長 以 下 9 名

機事 展穂曾並に建築行政委員曾委員委鳴の件、十日

曾より申泣しの件、朝日ピル事章容室の件、 ピニ

ロν 7 イルム座鮫食後擬の件、験員自岸戦願出主主

に採用の件、曾員詮衡

報告 1 月分曾計報告英他誌報告

第 12 回

8 月 8 日 朝 日ピル本舎 事 務 所 竹 腰 合 長 以 下 8 名

祭事朝日ピル事務室の件、 25年度牧支預算; の件、評

能債合開催の件、役員E主任の件、合員詮衡

報告 Ｒ 月分ｾ計報告其他務報告

財 務ー委 員 曾

( 1 )  :3月 8 日 於朝日竹腰曾長外 6 名

二競合員募集、事業企雷、舎稔問題等協議。

(  2)  8 月11 日 於朝日、事業委員と合同曾議、曾資

値上げの件、雑意志内容向上と定償改正曾員名簿調

書担等を導要 U宣に理事に2修行方を隠主きした。
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住 宅 委 員 曾

(.1 )  自月 7 日 織委員曾開催委員長瓦・選。

昨年来縫観事業の住宅金融公iIl t促進運動が数を現

し近〈建設省案が園舎に提出されんとするに到っ

た経過を曾詰護表並に連合建 議 した向へ周 知方協

議、本年度l土佐み方指導住宅の質。 m立 住宅の研

究等をなす事を計る 。

( 2)  7 月 5 日 委員一同単鳥大儒北詰佐 J 々木式7・ロ

ツグ建築中の現場を観察後朝日ピル事務所で其鯖

果批剣をした。: : f . c に理事曾委婦に係る大阪日 新々

聞枇主鴻のｾ活展に後援住宅の部門につき筏助出

品する妻都とし中野照女郎、小林清、醐騒毅氏に一

任した、及今夏市内大丸で開〈本舎主催の之から

の住宅展示計穏につき協擬した。

( 3)  7 月12日 大丸にて織委員曾開催大丸側共16人

期間、食爆展示内容、建材出際、其他麓般決官、

中野、小林、坂本三委員に賞行プラ γ 其他進行方

一任。

(  4)  7 月15目、 22日、 26日 貨行委筒協議。

( f i )  Ｗ 月 ＲＳ 日より ＱＰ 日間阪念百貨自に於て主燥のｾ

活24時間展開催本曾後緩展示下の湿り。 イむ撃的諮

償. 雑務改善、働き易い台所、子供のために、戸

外の活用等。

( 6)  8 月 8 日- 6 日間、大丸にて之からの住宅展開

催。 15坪モデルハウス、模型各種

家1' 1 狭くても般地は庚〈。問攻、構議合理化

家族本位。生活美化と規格化。通風と目 2言。

設備工夫。遡切妻家具の鎮定。耐震耐火的。

設計によき指沼衰を、量豊中住宅、各校、各航設計

聞案各種、建築材斜。鼠番手引。

(  7)  8 月 5 日 住宅織委員曾

使い方掠 噂、組立住宅の是非、 煉瓦遁建物針震問

題等愉 した、伺大丸展中出場人員劉賞をした。

(  8)  8 月13日 大. 1t. 4 階にて委員及出展開係舎合本

展望f舎に就ての感想と将来の希望等につき座談曾

を催す。

( 9 )  10月 4 日 今後の研究方針検討。

(1 0)  11 月 2 日 大阪府農務課申越に係る府下農村佐

宅改善指鴻を議す。

(11)  2九年 2 月13 日 向上問題鍛討、泣く農村貧地調

査する惑とした。

([2)  日月 15 日 小林委員門脇技官一行は貝塚に赴き

下記農村住宅台所を調書空調査撮ｾした。

( 主記、主計代表曾略)



伸びる家住宅展委員宙

( 1 )  1 月18日準備委員として協曾側中野星事君事外、

大丸側波多野主主要ち相談所: 廷外 6 手当出席、金融公庫

に関連した住宅展を 4 月下旬大丸に開催する事を

協議 し: 政教ず協曾側で設計岡懸賞募集方に荒行す

る綴申合せた。

(  2  )  1 月28日 於大丸 爾準備員食し名手露及纏費負

猪の事等協議した。

( 3)  2 月 7 日 於大丸期者舎合家具部と連繋展示

方を援した。

( 4)  2 月11 日 於朝日 本委員曾鰐成12名出席委員

長期委員長幹事、係互選準備委員協議事現織討の

よ各分i窓の係にて直に潜手進行する事とした。

(  5)  2 月15日 於 朝 日 査 員 曾 合 諸 般 協 議

(  6)  2 月18日 於分室企t J f 及金魚舎合伸びる家と

千き稽決定展示内容パ γ フレヲト等決定した

(  7)  2 月17目、初日 第二合場問題につき大阪新聞

艦長と中野、小林委員曾合同市1:とF イアップ家と

庭園草案募集を議した。

(  8 )  2 月2l 日 向上募集審査委角打合合開催。

(  ｾ＠ )  同月 25日 於朝日 織委員集合第一曾場伸びる

家展示内容一切資斜を大言L側に手交した。

(10) 8 月18日 於分室伸びる家臨募園祭 ＱＲＰ 通ｾ

理、同20日分室でE審査舎を開総別項の遜り、蛍選

者を決定した。

(11) 同月26 日 於大阪新聞駐第二禽湯預定の家と蕗

隠募図唱さ理問29日審査禽開催下項の湿り。

伸 び る 家 ス選者

入 賞 清 水 千P美子索、今西茂雄君、岩本博行君、

佳作池周光夫君、桜井叡君、摺武雄君、佐 k 木

明夫君 、伊藤清索。

編 集 委 員 曾

(  1  )  昭和21年 4 月 7 日 朝日 ピル 事務室建築積算使

理の件、 5 月競より新建築作品紹介掲紋の件、支

部特舞妓の件( 紳戸 6 月京都 S 月に決定 ) 24年度

新委員詮衡。

( 2 )  昭和24年 4月16日 } 初日ピル事務室 5 月競内特

決定本年度編集漁算の件。建築積算; 使関掲践決定

の件。 5 、6 月競表紙色決定、 24年度編集幹事決

定報告各自挨拶及委員長互選大林委員長留任決定

(  3  ) 昭 和24年 4 月27日 於 天 神 橋 分 室 開j委員長星

E宅事推選決定 、新理事に到し委員曾主旨設明 、

23年 1 競より 24年 2 放浪の経過報告、新建築作品

紹介計E普及カット 等小川幹事にー佳の事、筆者名

は舎の桜威よベ γ ネームを用いね事、 特斡践の件

( 別} こ企2寄せざる車、但機により計寄書してもよき

事) 7 、 8 月競表紙色決定、年内支部特解監理掲載

月決定。

( 4 )  昭和2-1年 5 月11 日 於朝日ピル事務室、 6 月焼

(紳戸競) 内容検討、宏文行鍛鍵更の件24行に決

定、 7 月放援殴言r . 事内容詮決定。

(  5  )  昭和24年 6 月13日 於朝 日ピル事務室 7 月税

原稿不足補充の件、原 稿 斜 鍵 更 決 定 6 月 ( 紳戸

11Jl ) 新建喋篤俣禾掲載分庭潔の件、 8 月( 京都

競) 打合せの件。

(  6  ) 昭 和24年 7 月12日 於朝日 ピル事務室、 9 月競

原稿依額先詮衡決定、寄稿原稿詮衡外聞文献より

ピツグ ｙ ツフ・揚駿の件、外画雑誌般入希ｾ誌名 青空

衡決定、原稿料等改正決定の件。

(  7)  昭和24年 9 月 9 日 於朝 日ピル事務室、 11月競

を観光特輯とし原稿依額先詮衡の件12月鋭企mの

件、同誠に倉員作品集を掲般の薬及掲殿方法決定

の件 " 11 、12月続表紙色決定、東潟亥部競金書It

25年泰} こする件外闘雑誌購入依額先決定、 10月銃

より γ ート 使用の件決定及雑音昔、定債改正の件決定

名簿調務の{ 牛編集委員に考案の事決定。

(  8  )  昭利24年 9 月20日 於朝日 ヒ・ノレ事務室‘ 11月続

掲蹴内容決定、 12月続掲股預定の曾員作品募集の

件、事業報告掲紋の件年度末に聖書更の事、名簿調

整の件。

(  9  )  昭和24年10月27日 於朝日ピル事務室、 12月競

内容内定、 25年 1 月競より表紙デザイ戸感覚募集

の件。

(10) 昭和24年11月11 日 於朝日ヒ・ル事務室、 1 月賎

言F京依額先詮衡決定、東海支部放を 2 月にする件

決定、 8 月競内容決定及名簿調整問合せの件、外

関文献鶴駿方再調査の件、支部特車専務今後鍾顔合

部の件及九州放を 5 叉l士G月 E ずる事。

(11. )  昭和24年12月1. 6日 於朝日 ピル 事務室長、表紙l懸

賞募集開策寄査入選、佳作作品決定。

(12) 昭和25年 1 月10日 於天神僑分室、曾員名簿飼

務方針決定、 2 月続をアルミ特絡に欝更の事及罰

事丙号事綴討。乃月東海自主 、4 月潟人と佐宅説 、日

月神戸博及アメ リカ 持特輯脱、 6 月九州按、以上

本年度委員にて企苗決定の件。

113) 昭和25年 1 月13日 於天神橋分室、 2 月、 3 月

続経過報告、 4 月貌原稿依額免詮衡決定、名簿調

施件 ( ( イ) 着実紙文字及色、慈・匠等内定 ( ロ) 箆裁

内容問手l持制方等決定、( ハ) 印刷所詮衡の件)
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(1' 1) 昭和25年 2 月5 日 於夫前? 続分室、 3 月名古屋

務内容ｾ封、掲股方法決定。

(1 .'5 )  昭 和2.5年 2 月11 日 於朝日 ピル事主号室 4 月鋭

経過報告、 5 月競アメ 日カ博、紳戸博準行の件。

(16) 昭和25王手 3 月14日 於 朝 日 ピ ル 事 務 室 手 持 おi

建築作品篤録音金衡決定。アメ リカ 博、紳戸時特集

に鈎する潟償配列方検討及原稿、潟償集 ｾＱ｣ 方君主行

の 件 。

建 材 部 曾

( 1)  6. 21 日 於朝日 本年度幹事長、幹事互沼、

事業計聾、部員媛大建材: mt 捜査費行の可否等協議

(  2  )  7.  1. 3、於朝日 技術、綜合、建材三部連合協

渡合開催出席15名三部門の授術、施工向上を桟じ

た。

(  3  )  8. 1. 6、於籾日 技術と建材部曾開催15名出席

設計と建材の向上震度につき協様、今後の雨ヨ告の

在方を種目鮫した

( 4)  11. 17、綜合部門と建 材部協議開催17名出席

爾者今後の在方及向上につき懇談 した

(  5)  25. 1. '17、於朝日 建 材 部曾開催、遜聾省伊

藤建材腺長出席、産業合理化につき協議聖近〈関西大

曾開催の事を申合せた

(  6)  3. 2、於大阪建設舎館 、 伊藤建材課長外間際員

列席、 京阪神建材各部有志約20名出席産業合理化

促進英他意見交換をした

電 気 郡 曾

10. 14、於清 光 批 綜 合 部 門 と 懇 談 曾 開 催 出 席20除名

悶部との関連事業、現湯との連絡、工事准: i ! ) ; 方等につ

き協捜した

管 工 部 曾

25. 3. 16、 於 清 交 駐 出 席13名 技術部と綜合雨部

門の向上と今後の在方等につき協摂した

災 害 委 員 曾

( l )  8. 23、 委員長幹事長、互選委員分挽を定めた

地震、風水響、火災、英他四分科とし夫々幹事を

設け調査事項の起った時1' 1 直に活動をする手間を

定めた

( 2)  9. 21 於朝日 耐震問題につき意見交換した

伺今後は必要により開曾する事とした

地震封策委員曾

( 1. )  5. 27、 於朝日委信長、幹事等J I . 選、昨年来研究

のパ ν フν y ト原案検討後鷲尾 、横尾、高権、薮

中、四委員、最後線討を一任した、府下市町村長
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} こ激を飛ばし無料出張言語演をなすー事と L た、所要

経費を潔事曾に提出した

(  2 )  $). }i l、 於朝日前年研究の資糾中 ポス ター作成

する類、パ γ フレヲ トにつき意見交換後高倒、横

路、鷲尾三委員に最終仕上方を一任する事とした

ｾｊ 外的には ｩ 直に活動に入る主要を議した

( 日) 10月 中 句 府 ド 市 町 村 長 約 200 筒所へ出援講演

}とi傾ーずるi j ' 書面を重要し誌上滋表した、街宣{ 噂ポ ス

61- 約10枚を作成した

(  4)  2! i . 凡 27、 於朝日 、パジフレヅ ト短 絡l原稿に

っき高備、綴尾委員より内年寄披露ー同線討後之を

以て一際終了とし理事舎に報告すると共に直? と出

版手首p . を要望 L た

教 育 委 員 舎

く1) 5. 14、 委員長幹事:互選、本年度事業としてコ

γ クリート構也、文化講座、鍛骨構議議脅曾計聾

した

(  2)  6. 14、 於 工 業 奨 悶 曾 銀筋 ヨシグロート様遁

概要設計、講師高橋慶 夫 氏 の ド に 鱗 習 曾 開 〈約

20::> 除名* 勝、終って建築中の間奨陥館主主礎工事

見蹟

(  3)  6. 29、 於朝日 神戸高砂商行賞例講習曾、文

化講座開催の事援す

(  4)  8.  11. 12、 於大丸 4 階 2 日聞に玄り佐ひ方

向上について文化講座開〈、講師、西山卯三、小

林清氏来聴約300名

(  5  )  鋼構造講習曾開催、講師高欄慶夫、小泉昇、小

間岬三氏

第 1 回 24. 11. 24、 於 兵 庫 支 部 約80名 鯨 工

業組合にて

第 2 回 24. 11. 25、; 於京都文部約65名 商 工

合機所にて

第 3 回 24. 11. 26、於大阪 約150名 大 阪

建設舎館にて

第 4 回 24. 12. 7、 於 大 阪 約80名 大 阪 建 設

曾館にて

第 5 聞 24. 12. 1G、 於 和 飲 山 約50名 セ ν ィ

曾館にて

第 6 回 25. 3. 22、 於 九 州 支 部 約220名 繭 岡

市害事胸倉健

第 7間 25. 8.  24.  25、 於 中 掴 支 部 約250名

鹿島大事管質分校にて

第 8 図 2巧. 4. 2、 J於 東 海 安 部 約200名 名 古 屋

市歓育館



建材審査委員曾

(  1)  24. 9. 27、 於朝日、委員長、幹事、互選規程

作成披討今後の方針を援す

(  2)  24.  9. 29、 分室、小委員にて規程原案伶成

(  3)  24.  10.  7、於朝日、規程索着手務理事曾報告

( 4)  24. 1. 20、 於朝日、第 1 聞審査曾関〈出席 9

名 大信瓦を審査し欠席者の承諾有無を確認する

事とした

( 丹) 24. 12. 26、 於 朝 日 第 2 回審査舎開催 日本

ｾ糾ヱマョート、日本セメ ｙ ト防水剤 Ｒ 件を審査

に薄手、小委員分綴と L た

(  6  )  ヱマロート分科調査竹内孝幹事外上六際信競所

に施工し質地調査した

(  7  )  置場委員長竹内成夫外小委員 4 名は明石ヱマヨ

ート工場及市内既施工のを売朕調査した

( 8 )  日本セメ γ ト防水聞は西村幹事分挽にて分綜に

着手中

建築技術者制度委員曾( 士法)

( 1 )  8 月20日 於 東 京 第 7 回目 4 時連合委員曾開

催井上、尾峨委員上京要綱型経験討。

(  2)  8 月13日 於朝日 本曾側委員曾原き、草案倹

討怠見を附して遁合舎に滋る。

(  3)  8 月26百 於 朝 日 遁 合 集 再 綾 討 。

( 4)  8 月31 日 於朝日 協曾祭若手務。

(  5)  9月3 日 後東京重量中委員上京協曾案提出向

曾饗撲。

( 6)  9 月16日 連合曾裏網成案被討。

(  7)  9 月20日 間曾にて要綱案関係大臣に建議す。

(  Il ) 10月11 日 於朝日 薮中委員上京経過、要綱設

明。

(  1)) 11月 9 日 於建設曾館建設省内藤結構課長、

小宮技官、後藤事ｾ官を招じ建築基準法並土法案

につき観: 明勝集後意見開隊機討京阪紳関係30絵名

出席。

(10)  怨準及士法雨案につき協合意見を首路に建設し

た。

曾 勢 委 買 曾

(  1 )  - 1月初日 於分室委員長別委員長互選後春季

大曾中見摩書F代行の件 d 英他捜した。

( 2)  5 月19日 2 時 市 内 府 市 ア パ ー ト 見 事200除

名。

(  3)  5 庁15日2 時 市 内 大 阪 港 湾 大 改 修 工 事 、 塩

立' I i ! ' 況見穆約20名

( ' t )  6 月 9 日 於分室委員曾開催、今後事業検討

(  5 )  6 月12 日 字治方図。京都支部主共催平等院費

撲寺見事、藤原熔士東道説明 帝ヲ40名。

( 6)  7 月22目 紳戸市内兵庫支部と共催、鍛筋建

物、千代田銀行有婆移動工事現場見事約120名

(  7)  7 月2二日 於清水建設亥庖講堂臨主規V 静日F

曾開催、稗国府課長沼技師解説約1δ ')名。

( 8)  8 月11 日 於分室委員曾開催、 9 月後計百密扱

討。

( 9 )  9 月 8 日 於朝日 見墜及曾員募集協議。

(10)  9 月22 日 雨天岡町府管住宅見堕約20名。

(11) 10月25 日 市内心務織キヤバ ν { シスヨ見甥

115名。

( 12)  11 月10白 委員曾開催、曾勢渡展、曾員倍加、

見撃事項協議。

(13)  11月12日 雨天兵庫支部共催仁川! 日本絞ガラ

ス祭主主鼠川 l三和寮建物見準、 105千百

( 14)  11月22日 京都支部共催京都悶仙堂、長株院

修理院見穆70名、晩餐曾山端Z j S 八にて30名。

(15)  12月13 日 市内懐鳥目立謹街折見墜 30千百。

惚奥舎館、工場、ドッグ、新議船内見事。

(16)  12月17日 兵庫支部と共催、新築の高砂商行合

庫及耐; 屋、日本宅織n t i : 屋及建設中の大建、竹中支

防無床版銀筋工事現矯見事約35名。

(17) 初年 1 月11 日 於朝日委員食開催、見墜先、

倉員倍加、募集方法協銭。

( 18)  25年 1 月21 日 中康飲努伎観劇 60人

(19)  25年 2 月 7 日 委員曾開催、曾員倍加浬働第一

潜手金曾員に依額駅援す。

(20)  25年 1 月24日 於吉兆委員曾開催後元曾努委

員長官立木村党一氏を誇る曾を催した 12名。

(21)  25年 2 月16 日 大阪中央放主義局見原約39名

終って分室で委員食開き次の事業計苦言協積

(22)  25年 2 月初日 雨天兵庫支部と共催締戸博覧

曾王子曾場見摩約 ＳＵｾ 。

(23)  25年 3 月 2 日 於大阪建設曾館大阪建設業協

舎と共催、臨建立主制限則説明曾開く 130名、府稗同

課長及f亙岡技師解説。

(24)  25年 8 月15 日 窯業セメ γ ト大阪工場見事約

20名

(25)  25年 3 月17 日 西宮アメリカ博管曾見墜 60名

(26)  25年 8 月23日 市内道頓猪新築キャバレードミ

ノ見撃70名以上26間 見 撃 曾 15回延約10) 0録名

議演合 2 間 延260名 観 劇 l 問60名

:>1 



事 業 委 員 曾

( 1 )  24. 4. 11、 於朝日、春事大舎事業、建築変容}

集理裂行の件につき夫 A 委員分・5脅した

( 2)  24. 4. 25、 大曾委員曾諸般打合せした

(  3)  24.  5. 19、 向上賓行に関する箆般の協議しt . . こ

( 4)  24. 5. 24、 事事季大曾下記開催

情演曾 2 時 - 4 時、於大林組本社 6 階 約60

名( 爾天)

大阪市換地と都市計聾弁上幸町二氏

縄済界見透 伊東敏夫疋

最近アメリカ事f青 島 中 崎 氏

m! 親曾百時- 7 時、 於大阪建設曾能 56名

竹腰曾長挨拶物故曾債弔意、手当者F曾債

顧問招待テーブルスピーチ一、池間賞

中西六郎、消t湾民弓松本俵八、小崎修

池田谷久吉氏谷民舷沃箆家三唱解散

見感曾 22日府市 f パート、築港埠立、宇治方

閣

支部長懇談曾 2 1 日 大手前舎舘にて宮脇九

州、今津山口、松井京都、玉置東海、岡本

兵庫、支苦f > 長代表等と尾崎、藤木東; 綱玉砲事

代表及大辛口常務海事曾合協舎震度を寝室した

( o)  6 月 3 日 於朝日 事業計鐙を協告書下記を提案

された、授の相官奏、代願事務代行、資材市湯、聞

香代費出版. 保険代建築、住宅博、背寓虞事業、

雑誌庚告矯牧b

( 6)  6 月25 目 前回提案事項検討の結果大要下肥協

寝耳した、建材市1器、脅篤JX勝潟、印刷、保険事業

は曾の性質上量産事につき一際保留する。建材稼寮

土地家屋斡旋積極的たる事、住宅博、朝日ピル事

務所利用、曾霊堂値上断行、岡容出版成告精J除等間

* る限り直に主主捗寅現を糊する事等。

( 7 )  7 月 1 日 住宅開調査分科曾開催研究後潟、弁

題委員分鎗検討

(  8 )  7月 1 目、 7 月 6 日 渡潟、弁場委員住宅博再

検討土地、税金、資金書持者関係、調査、本委員曾

に報告した

(  11) 25年 2 月 9 日 委員総合建付審をと食費値上

は王思惑曾で直正に笈行に着手した、朝日ピル利用斡

旋事業、阻害代賀、廃告婿牧( i . 更に港捗る回り、

住宅博と岡脅出版( 主別途畏穏合委員に移牒協穣2.'i

5手3 月30S 創立訳念行事Ii . 陥昨年と間程度として

講演曾曾員作品展亦恕親曾見! ! J ! t事等催す事を援す

明春35周年記念事業としては下言? 項目を恕げ次年

度に容考案として遜くる事とした。
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住宅博。針決。協曾賞創設。主人 ラプ又は窃務所建

設、資金募集、慰鐙祭、言日念出版、従曾続念語、

表彰事項、大議波合、支那観客寄自慢行、見態等

(11)) 25年 3 月30日 雨 天 於 建 設 禽 館 2 時- ! ) 時

創立記念日行事を下言i ' . の遁行う

議決曾、 60有絵手? * 舎 、米 ソifL容と日本の嫡然、

朝日新聞記者問中預章氏、住宅公庫ｬＺｾ準法並土

法等について大阪府建築苦f漫吉田安三郎氏。合員

告企茂度同日同席上竹JJJ 健遁氏外 8 千三よりの出品展

ぶした、 6 時より同席にて有志懇親曾開催名審曾

員顧問外安1; "するう者54名井上副曾長狭拶後池田宮彦

鈴木末尾、大海卯一、池上勝郎、 3者藤光夫、島村

佐次郎、銭高輝之、尾崎久助氏等のテーブルスピ

ーチ おり 置盛章氏禽歳三唱後散曾 L た、之に先

立ち見事食は15自室業セメシト工島E、17 日アメリ

ヵ博、 23 日キヤベレードミノ等開催 8 月25 日には

於朝日各賞曾員、顧問各位 7 名出席偲奮と将来の

協曾につき座談舎を催した、筒ilO日講演終了直後

伸びる新入選者へ賞金援興式を重量ね行った。

i工盈三乏呈」宣

25年 8 月 2 日 於分室委員長等互選した後i符来事業

を披討した。

回曾連合工事請質規程委員曾

(  1)  "{月 4 日- 8 日 於東京飽曾関曾薮中委員上

京四舎と協議

( 2)  4 月27日 提案の第 2 観曾絵討

(  3)  O月19 日- 2 1 日 於東京薮中委員上京遁合曾

開催、伺止t 日所要鰹費は四曾平等負鎗を申合せた

( 4)  9 月12 日と 22 日 協曾仮! 療につき修正された部

分被害せした

( 5)  9 月26 日- 2 9 日 於東京遁合曾開催、薮中委

員出務会館協議

(  6)  ]  0月12日 間合連合陵j驚案内容徐討

(  7)  I I 月24 日と 25日 於大阪策京側太田、矯問、

柳瀬委員西下協曾側痛と比絞逐侠検討した。

(  8)  ]2月 7 日 四舎建合委員長より一際成草案到着徐

討 した。

(  ! l ) 12月12日正15日 最後案検討の結果修定意見を

加え四曾; 虫干寺舎に伸達した。

(10)  25年 3 月 1 日 最後草案につき再放討の結果を上

京の上協議する事とした。

(1 1)  2/哩 2 月 6 日 尾崎委員長上京凶曾遁合最後協

着実に列 ｌ 協曾側窓見を開陳、大ｾｾ致終了直に建

設中日へ申官官し本遁合案の利用方を強張した

(12) 年 3 月 6 日 四曾協議結果建設省審議曾と漣携

等につき報告今後に庭する方法を研究した。

( 以上23年10月よりの総領事業)



曾 務 ( 三 月 )

主 記 友 代 表 曾 1 日2 時 於 朝 日

主計. 代表尾崎想2 "11、東畑主計、』皇綱集代表外 !j 名出席

ＲＮＩ 年度ｾ Ｎ ｬＨ支採算案作成 、 朝日 ピル 事ｾ所問題 、曾 誌取

引続問題、 Z平綴負曾開催の件空審議した。

建 材 部 曾 2 日 1時 於 分 室 3 階

伊藤遜態省建材謀長を招き別項の通り iii. 害総合理化問題

につき京阪神建材代表25名倉合協携した。

行 政 委 員 曾 2 日1 時 於 分 室 3 附

委員長降四治、副委員長恒向ｻｾ行、山口久五郎、互選

今後の方針協議した。

臨建規則友細則説明舎 Ｒ 日 Ｑ 時半於分室 Ｒｾ 皆

稗問、笹岡雨技師設: 明架合 1;)0名

請 負 規 程 委 員 曾 G 日2 時 於 朝 日

尾崎委員長外 6 名出席、尾崎委員長東京に於ける四曾

蓮合合経過報街今後の事協議した。

理 事 曾 8 日2 時 於 朝 日

竹腰曾長外 8 名、朝日ピ J¥' 事務所問題、 25年度J改支激

算案、評議員曾開催、役員定任に閲する件、入逗詮衡

務報告、定款望号更 2 月2l 日認可、創立言己念日、住宅展

経過、寂引荷役の件、各曾合、 2 月舎計報告等。

九 州 支 部 役 員 曾 l 4日2 時 於踊間際建設業協曾

宮脇支部長舛・ 7 名、本部より尾崎主記理事、大京日常務

碑. 事ヂ1 ] 席、役員選出、講習曾開催、曾員募集、事業企

5皆、専任事務員の件、予量算; 決算、其他協議打食せたが

22日別; 噴のHI i り銅m溢総習曾を害事働倉健で開催した。

本部より小泉昇、 rJ 、! 凶仰講師と 大辛口混事をEました。

見 串 曾

舎 ｾｉ 委員曾主催。 ＱＵ 日 Ｑ 時から大阪窯業セメヅト大阪

工怨見事、約20名出席。山本則愛員長挨拶後場内巡覧

非常に喜参考となったが参加者ーの少かったのは残念で主》

った。

17日2 時- 1 時アメリヵ! 導見態。

阪念士地霞管部宮野次長外並竹中工務j苫小川l、岩本技

師現場係の各々案内設明で第 2曾緩より第 1曾場限な

〈見事終って木館 3 附休惣所に集合、 大林、竹中、長

谷川、日木金脇、東亜重量築関係各HI より宅害賠の茶来を

喫した後、大和E早期より宮野氏外各関係者に謝辞を述

べ参加者一問に曾員倍加l英他依怒iする所あり 、4 時半

三々 ヨ王 k 散曾した。紙上を通じてA ねて上記 5 舵各位

と御案内の告与を煩した谷休に深甚謝意を表する。

技 術 部 と 管 工 事 部 曾 16日正午- 2 時於 清交紅

尾崎氏外技術部 2 名、今西氏外 6 名管工部出席、大和

常務理事司曾の下に別慌の如き・連絡曾を催した。

伸びる家設計圏案審査曾

18R と別問 2U寺から分室で宕奄食事ピ開き、曾信・湿り決

定した。 i俵裏手間 123 ・通であった。

キャバレードミノ見皐曾 23日 2 時 市 内 道 頓 摺

曾する者80名 設計者字賀一郎氏説明案内後紛磁を表

し4 時散曾。

中国支部

12日午後、国奴幹事外と大和E理事、事務打令せ、 24、

Ｕ 日斜 ｦ ［Ｇｬｩｾ塩講習曾開催、小泉、小商講師と大和理事を

鉱遣した。別言日参照。

座 談 曾 25 日2 時 於 朝 日

千5理手舎員、顧問 7 名出席、竹腰曾長挨拶後懐萄自決及今

後協食事業等} J U項の湿り懇殺した。

家と庭懸賞国審査曾

27 日と29日2 時から大阪iili 開制; で審査曾開催、曾告の

語り入賞者決定した。目撃‘ 募 600余遁

地 震 針 策 委 員 曾 27日2 時 於 朝 日

地問宮彦委員長外 8 名出席. 懸案のパシフレツト内容

最後決定と今後の事業につき協議次年度、申滋事項等

定めた。

評 議 員 曾 28日2 時 於 朝 日

評議員 37名 海 事 者 8 名出席、践長、閥横長互選

役員電佳に仰する件、禽長、問曾長、 E壊事。 25年度予襲

算案癖穏当事議した。

創 立 記 念 、 日 行 事 初 日 2 時 於 建 設 曾 館

講 演 曾 時 期 問 題 大阪朝日新聞杭 回中務章氏

佐宅金庫と慈準法について 吉岡大阪府建築部長

懇 親 曾 問所 5 時から開催、井上副曾長挨拶後、

テープルスピーチ 池間笈氏外 Gヂ;

箆毅三唱和策総 k 飽 6 時半散曾。

座 談 曾 25 日2P寺 於 朝 日

竹腰曾長、顧問池田賞、池田宮彦、今林彦太郎、絵本

儀八等 4 名及置盤章、谷民綴雨氏等出席、竹腰曾長司

曾の下に懐麓談及将来の事業等についての座談合を催

した。伺首自の話題の主なるもの I"l: F昔日の通りであっ

1. 限時中の各委員の苦心談

1. 前合長片¥rr，j安先生の人となりについての思い出

1. 敵前と限後の曾員勤務1

1. 協曾今後の主要E誌に鰐興すべき抱負及被君主させて

ゆくべき指針等ペ…- ・…・・・以下附

53 



九州中園支部鋼構造講習舎終了

3 月22日午前 9 時~午後 7 降、穏岡市労働命館にて九

州支部主催で開倉、重喜鳥副支部長男曾商事あり、小泉昇講

師揚議、 12時今、宮脇支部長挨拶、午後はrl' 泉、小西南

講師黙議、 7 時すぎ迄電灯の下で終務、大矛日常務調事関

貨の雪渓と食事型震度につき協力方を願ひする所あって閉

合した。

醤日は小合、 l直方、大牟図方面からも多銀来聴きれ忽

ち 200 人突破、漁期に反した来湯で満員、 70餓のテキス

ト不足と云う盛舎で、耳堂書専各位も手ド常な黙心であった事

守主びにたえない事であった。

中園支部では主薬 Ｑ 送 金と共催で ＲＴ 、 Ｒ ろ悶目、 ｊ Ｔ Ｒ ミ ｾｾ ｊｾ

;- :.. 大雪匹皆賓分校i I t i 堂で3書館、港〈山口、鳥取、岡山、四

図践と閣からの衆局で之叉約 250 名有除、テキスト不足

50ft金の盛況であった。古林幌管繕課長、感曾、協禽代表

開曾挨拶と協舎の曾勢震度に協力方依観する所らり開

講、小泉、小西扇講師Z県議 5 時第 1 日を絡り、 2>目9 時

より 12時半浅小西講師観論質問際主卒後、司曾審議阿委員

協曾側終講挨拶後、午後より引穣き島田倉側の誘重量} こ移っ

たが亦常な!tif 舎であった。悶支部共テキスト不足のため

御満足を良え得なか・った各位にお詑び申上げると共に、

夫々御霊鐙カ頂いた役員委員各伎に深甚の謝怠を表する次

第である。筒テキストは近〈増刷潜備中につき御希望の

方は雨支部へ至念所要政御申込みおき願う。

寅際に役立つ( 主して工場建築に就いて)

鋼構造の計算法テキスト

増版印刷中

種多来、京阪神、九州、中園、東海方面にて講習舎を

催して来たが、各地共非常に感曾でテキストの不足を来

た L 、贈官事者各位に多大の不便を興えたが、目下増刷中

にて近く出来上る預定放御希望の肉{ ' 1 至念 FJ?. 場所へ申

込みされたし。筒賀絡はこの度2曾刷の分は特慣として一

部湿斜共 130 固にてお旗ちする。

申 込 渇 所

大 阪 北 区 中 之 息 朝 日 ピ ル 内 及 東 磁 天 紳 繍 建 設 曾

館内

和歌山和政山市三木町南之町鳥村建築事務所内

京 都 京 都 市 中 京Cj.J[東川 l;盈河京町東入京都支部

兵庫紳戸市生田区燭勝町，* ! ) 大奥ピル 1 階

竹中工務庖神戸支庖内兵庫支部

東 潟 名 古 屋 市 中 医 祭 町 土 木 透 材 協 倉 内 東 海 支 部

中関庚鳥市閣総寺田] 土王室禽館内中園支部

九 州 繭 岡 市 渡 護 活 6 丁目，建設禽館内九州支部

ｾｾ＠

後

記 本年度最後の編集方針に文この困を攻

りらげ、特に滞入の方々の御意見を承る

こと} こしTこ。

父君陶工、 Ｑ 日 ｉ 合卯之助氏と共に局人服飾の摺ｾ河合女

史の援廷の目ざましき活慮、本舎と大阪新聞批共催の

「家と隠」懸賞図案の留を委員に推薦せられた西川女史

本曾主催の「伸びる家」懸賞図案一等及「家と庭」一等

入選の清水千筏子君の馨るしき準出等、女性の住文化に

到する将望書、まことに高いものがある。

本書Eは更に進んでこの方面の持者空運動に前進するで為

ろう。

占領下最後のゐがきの中にも衣糾、食料の問* ln - !It!i

緩和の形をみたが、いぜんとして住宅問題は符易に解決

する前傘の見透しもなし、。むしろ住宅難{ ' 1 悪化してゆ〈

朕態にある。盆谷大ｾは昨年末に図曾の建設委員食で

i 350或戸の不足住宅の内、念を要するもの 65;鵠戸を 5

ヶ年計蜜で建設する」とこんどの佳宅金磁金庫の褒足を

自信をもって答書詳しているが、こんどこそは喝の大臣の

言葉に終らずに強い政治力を出してもらいたL 、ものであ

る。

徐俗住宅の解放を強〈さけんだ共産濃の住宅政策にも

大きな失望をかんじたが、結局のところ自力で建てられ

ぬ者には強い政治力をまつ以上に方法はない。

5 視の「樗飽曾逮築と建築家の立場」の金聾を最後に

本年度編集委員舎の任務は終了した。との一年間、禽員

諸兄の御期待に添え得なかったことをお詫び申上げ、多

大の御協力に到して厚〈感謝する次第でｾる。 ＨＲＴ 年度

編集委員倉、星記)

建 築 ま 枇 曾

第 3 1韓 第 4 競

費償 1 部60薗f送事事共)

昭和25王手 3 月初日印刷・昭和お年 4 月 1 日強行

編集袋行入 戸 川 弘

湿 行 所 研 日 本 建 築 協 曾

大阪市北区中ノ烏3ノ3朝日ピル

f土佐麹 @1836 ・3631番

電話 i北 潰 @1334 - 9 番

銀 谷 口 階 大 阪 3 9 9 7 5 番

大阪市西区江戸殉上遜二丁目

印 刷 譜 井 津 英 議

大医市西区江戸堀よ遜二丁目

株 式 曾 紅 大 洋 枇



告曾

定款一部愛更に闘する件

昭和25年 1 月'27 日開舎の遁常総舎に於て 議決されました定款ー部建更の件は昭和初年 2

月22 日大阪府知事から認可 され ま しに。

宗主

第 ＱＹｻｾ 第 Ｒ 項を次の湿り鑓夏する。Ｈ支部長を民滋上の王理事から除＼＾

「曾長、則曾長及び理事をゐlて、民途上の理事とする J

第21燦第 2 項を突の湿り喜望更する ，f ，お現第 2項を第 3項とし以下順次繰下げる。( 役員の罵任を制限する規定を遁加)

「役員t士、問ーの役員に寂任することができなL 、。但し、 ・特別の事情あるときは 、評議 員曾の機淡を得て常任する

ととがで きる。」

第40{際第 2 項をヨセの湿り礎更する。( 副議長を設ける)

「喜子議員曾の議長及び測綴長は 、許銭員の互選とし、その任期は 1 年とする。」

附則を次の濁り嬰更する。( 大部分前嬰更の際の経過規定で銃に必要ないものをWJ 除)

「本定款は、民法第38僚による認可の白から、これを施行する。」

「従前の定款による終身主主助曾貝は、そのま L とする。」

定吏蟹

上以

役 員 営 選 に 関 す る 件

昭和25年 1 用27 日開曾の遁常総脅 K 於て監事並びに評議員の選奉を執行い? こしました結

果下記の遁り夫々嘗還されまし Tこ。

氏敬 三保久松事監

氏

氏

氏

明

嫡

( 玄十菅隈)

卯

芳

吉

海

川

野

大

香

中

氏

兵

氏

宏

男

員

孝

重

川

田

村

石

岡

津

議

氏

氏

氏

雄

樹

閤 野 由 太 郎

辰

義

村

本

野

!l[ 

民

氏

氏

氏

氏

岩 崎 甚 太 郎

矢 野 豊 作

南 長 吉

山 本 昂 之 助

田 村 次 郎

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

評

飯 田 精 次 郎

倉 三 郎

弘 美

彰

大

榊

村 島

秋 山 俊

演 口 幹 三 郎

祷 藤 先 夫

古 市 峻 治

田 中 民 三 郎

編 井 敬

術)(技

ヱ)

工

気

材

(施

管

電

建

昭和25年 3 月28 日開曾の評議員舎に於て 曾長、長IJ 曾長並びに理事の選畢を執行いにしま

し7こ結果下誌の通り夫々賞選されました。



氏

氏

氏

事

白 石 博 三

吉 田 安 三 郎

松 村 雄 吉

成

氏

護主健

新

氏

氏

氏

脱

清

弓

上

異

藤

竹

弁

林

海

池

小

漉

鴻

長

長

氏

氏

山 本 龍 太 郎

日 頃 太 市 郎

馬

氏

氏

氏

氏

氏

合

間!

理

桐 本 捕 雅

高 橋 慶 夫

浅 沼 猪 之 吉

山 田 文 三 次

佐 竹 則 菊

間 野 由 太 郎

舎

術)(技

ヱ

エ

気

材

施

管

電

建

各 支 部 評 議 員 営 惑 の 件

各支部選出の評議員は夫々の支部に於て下記の遁 b官選きれました。

( 東海支部) 伊 藤 鎌 一 氏

( 京都支部) 小 崎 { 彦氏

( 兵庫支部} 神 田 省 三 氏

山 内 嘉 兵 衛 氏

(中 閣支部) 古 林 義 敦 氏

( 補欠 ) 岩 田 勝 巳 氏

( 九州支部) 井 上 正 志 氏 小 栗 治 平 氏

第 2 回日本E手術舎議曾員選奉に関する 14二

首題の件本年 12月施行 5 れるが之れに先立ち、本合キ :員中省資格者をE象傭調査して同合選駿管理舎に

提出するから右資格者は 4 月初日誌に本命宛到着するよう経歴鴇を添え申込まれ? こい。野細は昭和 28 年

7 月22臼第37披の工業新聞記載参照、叉は本合え照合されたい。

アサヒピー) 1，. . 見欝含

時 4 月20 目( ホ〉午後 2 時牟集合

所 アサヒピール吹岡工場正門入口( 省線時間瞬時百〉

見畢 同工場一巡後正門積のピヤホ - jレにてビール野; 五をなす

曾費 150圏、 ピール突出し代共、申込主同時に頂〈事

申込締切 4 月18日迄、但し殻定人員に濯し T二時は先着締初りの事

。入場の時は含員主主 を是非着用の事 。申込後不参の時 も合費負拾の苓

頂きます ｾ本見翠は合員外経重苦主ＺｲｦＱ百 ｢ 致します ｾ晴雨不論患行

椎寺町大阪府営銭筋住宅見暴舎

標記府管住宅を下記により見率表しますから御零1望の合員は折返し符li 申込み下きい G

時 4 月18日〈火〉午後 2 時築合〈晴雨不読〉

所 椎寺田I府管住宅官官( 市電紘寺田T下車〉

曾 費 金30園也 申込みと同時に御梯込み下さい

締 切 4 月17日午前中、但し政定人員に逮した場合は期目前でも締切る

@合員章は御着用願います。
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